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はじめにはじめにはじめにはじめに    このたびは「COMPASCOMPASCOMPASCOMPAS----色彩工房（カラーシミュレーションパック）色彩工房（カラーシミュレーションパック）色彩工房（カラーシミュレーションパック）色彩工房（カラーシミュレーションパック）」をお買いあげいただき誠にありがとうございます。 このカラーシュミレーションはフォトレタッチソフト（写真編集ソフト）の一分野ですが、この分野では世界標準といわれているＡＤＯＢＥの Photoshop が有名です。このソフトを機能で超えるソフトはないといわれております。 この世界ＮＯ.１のソフトにカラーシュミレーション機能（専用ツール）を付加したものが弊社の『ＣＯＭＰＡＳ－色彩工房』です。 この世界ＮＯ．１ソフトはプロ用といわれ、使いこなすには高額な費用と時間を割いて専門スクールに通う必要があります。さらにカラーシュミレーションをするには非常に多くのステップを踏む必要があり、理解するだけでも大変なことです。このような費用と手間を省くために、弊社ではカラーシュミレーション専用ツールと操作指導をパッケージに入れ、導入した日から使いこなすことを可能にしました。 
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 マニュアル名 番号 目次名と操作の流れ 項目名 ページ はじめに 2 マニュアルの構成 3 マニュアルの表記規則 5 準備編 1 Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐを起動する 7 2 カラーツールの読み込み 8  3 色見本の読み込み 13  4 カラーシミュレーション使うウィンドウとツール 16  5 ウィンドウアレンジ 18   6 ツールウィンドウ 20   7 ツールボックス 22  8 ズームツールのウィンドウ切り替え 24 操作シミュレーション編 カラーシミュレーションの流れ 27  1 カラーシミュレーションの準備 現場画像から画像読み込み 29 画像データを開く 30   2 マスキング ①マスキング 32 ②マスキングの保存 36   ③原画に上書き保存 38   3 下地処理 ①下地調整・汚れ部分の処理 40 ②電線・電柱などの除去 44 ③画像自動補正 46    ④原画に上書き保存 47 
  

4 シミュレーション ①塗替色の選択 49 ②マスキングの呼び出し 55 ③塗り替えシミュレーション 有彩色への塗装 56 無彩色への塗装 濃彩色への塗装 ベタ塗り 58 透過（５０％）塗り テクスチャ塗装（定義済） 59 ④色の調整 63 ⑤模様付けシミュレーション 64 ⑥シミュレーション画像の保存 65 編集編 １       編集       ①出力台紙新規作成 68 ②シミュレーション画像の編集 70   ③画像サイズの調整 72   ④画像の配置 79  ⑤文字入力 81  ⑥画像の保存 90 

マニュアルの構成マニュアルの構成マニュアルの構成マニュアルの構成    
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 2 印刷 91 操作実例編 1 Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐを起動する 93 2 画像を開く 94 3 マスキング 95 4 マスキング部位の保存 98 5 汚れ除去（下地処理） 102 6 原画保存 106 7 塗り替え色選択 108  8 カラーシミュレーション１ 110  9 シミュレーション画像保存 116  10 カラーシミュレーション２ 118  11 Ａ４横４分割の出力編集 121 印刷設定編 1 ＥＰＳＯＮ ＰＭ－Ｇ８５０ 128 2 ＥＰＳＯＮ ＥＭ－９０１Ａ 132 3 キャノン ＩＰ－4100 134 よくある質問編 1 マスキング 137 2 塗り替え色選択 149 3 シミュレーション 152  4 色見本について 158  5 テクスチャ 161  6 ３Ｄテクスチャ塗装 174  ７ その他の便利な機能 184 サポート編 1 ユーザー登録とサポートのご案内 186 2 お問い合わせ用紙 187 3 品質保証規定 188 4 使用許諾契約書 189  5 索引 191 
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下図番号／ 表記（例）   説明 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 [ファイル（Ｆ）]メニュー  メニュー名は、かっこ[ ]で囲んで表記します。 
 

          ボタン  ボタン名は、表示されているボタンや[ ]で囲んで表記します。 
 

   [貼付]アイコン        アイコン名は、そのアイコンとかっこ[ ]で囲んで表記します。 
 

 【項目】タグ   タグ名は、表示されている名前をかっこ【 】で囲んで表記します。 
 

 ［工事登録］ウィンドウ  ウィンドウ名は、表示されている名前をかっこ[ ]で囲んで表記します。 
 

     こんなときは  操作でのアドバイスを表記します。 
 

     注意   操作で特に注意する事項を表記します。  
     操作方法   操作は手順に沿って図と文章で説明しています。  
     便利な機能       便利な機能を説明しています。      

マニュアルの表記規則マニュアルの表記規則マニュアルの表記規則マニュアルの表記規則    
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 ソフトウェアの起動や 基本的なカラーシミュレーションに必要な ツールについて説明しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■ＰｈｏｔｏｓｈｏｐをＰｈｏｔｏｓｈｏｐをＰｈｏｔｏｓｈｏｐをＰｈｏｔｏｓｈｏｐを起動起動起動起動するするするする    

■カラーツールの読み込み■カラーツールの読み込み■カラーツールの読み込み■カラーツールの読み込み    

■色見本の読み込み■色見本の読み込み■色見本の読み込み■色見本の読み込み    

■カラーシミュレーション画面■カラーシミュレーション画面■カラーシミュレーション画面■カラーシミュレーション画面    

■ウィンドウ■ウィンドウ■ウィンドウ■ウィンドウアレンジアレンジアレンジアレンジ    

■ツールウィンドウ■ツールウィンドウ■ツールウィンドウ■ツールウィンドウ    

■ツールボックス■ツールボックス■ツールボックス■ツールボックス    

■ズ■ズ■ズ■ズームツールのウィンドウ切り替えームツールのウィンドウ切り替えームツールのウィンドウ切り替えームツールのウィンドウ切り替え        

準備編準備編準備編準備編 
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 WindowsWindowsWindowsWindows スタートスタートスタートスタートボタン⇒すべてのプログラム⇒PhotoshopPhotoshopPhotoshopPhotoshop をクリックして、Photoshop を起動します。
ＰｈｏｔｏｓｈｏｐをＰｈｏｔｏｓｈｏｐをＰｈｏｔｏｓｈｏｐをＰｈｏｔｏｓｈｏｐを起動起動起動起動するするするする    
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 Photoshop が起動できたら、色彩工房ＣＤ－ＲＯＭをセットして、カラーツールの読み込みを行ないます。  
 

    

 

 

 

 

 

カラーツールの読み込みカラーツールの読み込みカラーツールの読み込みカラーツールの読み込み 

① メニューバーウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）→アクションアクションアクションアクションをクリックします。 ② 右図のウィンドウが表示されたらアクショアクショアクショアクションンンンタグをクリックし、上部右上端にある▼▼▼▼ΞΞΞΞをクリックします。ポップアップメニューが表示され、すべてのアクションを消去すべてのアクションを消去すべてのアクションを消去すべてのアクションを消去をクリックします。 右図のようにボタン表示になっていない場合でもすべてのアクションを消去すべてのアクションを消去すべてのアクションを消去すべてのアクションを消去をクリックして消去してください。 
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③ 右図のメッセージが表示されたらＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックします。アクションウィンドウの内容が全て消去され、下図のウィンドウになります。 
④ 上部右上端にある▼▼▼▼ΞΞΞΞをクリックし、ポップアップメニューよりアクションの読み込みアクションの読み込みアクションの読み込みアクションの読み込みをクリックします。 

⑤ ファイルの場所（Ｉ）ファイルの場所（Ｉ）ファイルの場所（Ｉ）ファイルの場所（Ｉ）：よりＣＤ－ＲＯＭドライブ（Ｃｏｍｐａｓ色彩工房ｖｅｒＣｏｍｐａｓ色彩工房ｖｅｒＣｏｍｐａｓ色彩工房ｖｅｒＣｏｍｐａｓ色彩工房ｖｅｒ4.04.04.04.0）を選択してください。選択後、右図のように収録されているフォルダおよびファイルが表示されます。カラーツカラーツカラーツカラーツールｖｅｒ４．０ールｖｅｒ４．０ールｖｅｒ４．０ールｖｅｒ４．０フォルダをクリックして選択します。 
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 ⑥ 初期設定のアクション初期設定のアクション初期設定のアクション初期設定のアクション.atn.atn.atn.atn というファイルが表示されたらクリックして選択し、読み込み（Ｌ）読み込み（Ｌ）読み込み（Ｌ）読み込み（Ｌ）ボタンをクリックします。 

⑦ 右図のウィンドウが表示されたらアクションアクションアクションアクションタグをクリックします。上部右上端にある▼▼▼▼ΞΞΞΞをクリックし、ポップアップメニューよりボタンモードをクリックします。 
⑧ 右図のように表示されれば完了です。 
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ カラーツールの説明 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

� デジカメ画像入力変換ツール デジカメ画像変換デジカメ画像変換デジカメ画像変換デジカメ画像変換    デジタルカメラで撮影した画像の場合は、ファイル形式が異なるので変換し、原画像として保存します。  
� 画像修正関連ツール 画像自動補正（鮮明化）画像自動補正（鮮明化）画像自動補正（鮮明化）画像自動補正（鮮明化）    ぼやけている画像をクリアにし、自動色補正します。 画像解像度（画像解像度（画像解像度（画像解像度（150DIP150DIP150DIP150DIP））））    画像解像度を１５０ｄｐｉのＡ４４分割を作成する際の台紙Ａ４サイズの画像と同等に調整表示します。 汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）    外壁で汚れが目立つ部分の除去、電柱（すでに建物化しているようなものは不可能）、電線の消去を行います。  
� マスキング（範囲指定）関連 選択範囲の拡大（画像全体）選択範囲の拡大（画像全体）選択範囲の拡大（画像全体）選択範囲の拡大（画像全体）    範囲指定を同色で自動的に拡大します。 選択範囲選択範囲選択範囲選択範囲→→→→パス登録（マスク）パス登録（マスク）パス登録（マスク）パス登録（マスク）    範囲指定した箇所を登録します。同一画像で２ヶ所以上の範囲指定をする場合は、名前を付けて登録できます。 登録パス→選択範囲登録パス→選択範囲登録パス→選択範囲登録パス→選択範囲     パス登録した部位を塗装範囲として呼び出します。  
� 塗替え（塗装）関連 有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装    原画の色が有彩色（白以外）の全般の色に使用します。 無彩色（白）への塗装無彩色（白）への塗装無彩色（白）への塗装無彩色（白）への塗装    原画の色が無彩色（白）の場合に使用します。 濃彩濃彩濃彩濃彩色への塗装色への塗装色への塗装色への塗装    屋根など塗装色が濃彩色の場合に使用します。 テクスチャ塗装（定義済）テクスチャ塗装（定義済）テクスチャ塗装（定義済）テクスチャ塗装（定義済）    石彫・ゆず肌模様等のテクスチャで塗り替えするときに使用します。 ベタ塗りベタ塗りベタ塗りベタ塗り     図面でカラーシミュレーションする場合はこの機能を使用します。 透過（透過（透過（透過（50505050％）塗り％）塗り％）塗り％）塗り     塗替色を１００％としたとき、その色の透過（５０％）で塗り替えします。 目視調整塗り目視調整塗り目視調整塗り目視調整塗り     選択した色の色相に合わせ、明度、彩度だけで目視で詳細微細な色の設定およびシミュレーションができます。 
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� その他 影を付ける影を付ける影を付ける影を付ける    図面でカラーシミュレーションする場合は立体感を持たせるために影を付けることができます。  
� 画像保存ツール 原画（登録済）に戻す原画（登録済）に戻す原画（登録済）に戻す原画（登録済）に戻す    画像を元の最終保存した状態まで戻します。 別名で保存別名で保存別名で保存別名で保存    新規画像やシミュレーション後の画像に名前を付けて保存します。  
� テクスチャツール 麻袋状テクスチャ麻袋状テクスチャ麻袋状テクスチャ麻袋状テクスチャ     麻袋状の模様をつける場合に使用します。    砂岩状テクスチャ砂岩状テクスチャ砂岩状テクスチャ砂岩状テクスチャ     砂岩状の模様をつける場合に使用します。    キャンバス状キャンバス状キャンバス状キャンバス状テクスチャテクスチャテクスチャテクスチャ    キャンバス状をつける場合に使用します。         3333Ｄテクスチャ塗装Ｄテクスチャ塗装Ｄテクスチャ塗装Ｄテクスチャ塗装    斜めの角度から撮影した物件画像（写真）に対し、指定したテクスチャをつけたい場合に使用します。  
� 提出用画像作成編集関連ツール     台紙Ａ４横（台紙Ａ４横（台紙Ａ４横（台紙Ａ４横（27272727××××19191919 センチ）作成センチ）作成センチ）作成センチ）作成     提出用画像（台紙）となるＡ4 横（２７×１９センチ）サイズの背景色が白の画像を作成します。    台紙Ａ４横（台紙Ａ４横（台紙Ａ４横（台紙Ａ４横（19191919××××27272727 センチ）作成センチ）作成センチ）作成センチ）作成 提出用画像（台紙）となるＡ4縦（１９×２７センチ）サイズの背景色が白の画像を作成します。    12121212××××8888 センチの画像サイズへセンチの画像サイズへセンチの画像サイズへセンチの画像サイズへ    提出用画像（台紙）がＡ4 横サイズで４分割のときの画像サイズ（１２×８センチ）へ変換します。 8888××××12121212 センチの画像サイズへセンチの画像サイズへセンチの画像サイズへセンチの画像サイズへ 提出用画像（台紙）がＡ4 横サイズで４分割のときの画像サイズ（８×１２センチ）へ変換します。 
    



COMPAS-色彩工房 ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ  

 

13

    

    

     日塗工日塗工日塗工日塗工色見本色見本色見本色見本から選択から選択から選択から選択              

色見本の読み込み色見本の読み込み色見本の読み込み色見本の読み込み    

① ＣＤ－ＲＯＭ内の各フォルダ内にあるファイルを読み込むには、スウォッチパレットの右端にある▸または▼▼▼▼ΞΞΞΞクリックします。 ポップアップメニューが表示され、スウォッチの置き換えスウォッチの置き換えスウォッチの置き換えスウォッチの置き換えを選択します。 
② 右図のウィンドウが表示され、ＣＤ－ＲＯＭ内の以下フォルダに以下のスウォッチ用色見本があります。該当のファイルを指定し、読み読み読み読み込み（Ｌ）込み（Ｌ）込み（Ｌ）込み（Ｌ）ボタンをクリックして読み込みます。 
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    各メーカー色見本帳各メーカー色見本帳各メーカー色見本帳各メーカー色見本帳から選択から選択から選択から選択    各メーカー色見本（関ペ、日ペ、ＳＫ他約４０種）はＣＤ－ＲＯＭ内の各メーカー色見本各メーカー色見本各メーカー色見本各メーカー色見本フォルダに収録しています。                          

① 色彩工房カラーツールインストールＣＤ－ＲＯＭをドライブにセットします。メニューバーよりファイルファイルファイルファイル（Ｆ）（Ｆ）（Ｆ）（Ｆ）→開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）を選択します。 
② 右図のウィンドウが表示され、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータ⇒ＣＤ－ＲＯＭドライブのＣｏｍｐａｓ色彩工房ｖｅｒ４．Ｃｏｍｐａｓ色彩工房ｖｅｒ４．Ｃｏｍｐａｓ色彩工房ｖｅｒ４．Ｃｏｍｐａｓ色彩工房ｖｅｒ４．００００をダブルクリックして選択します。  
③ 各メーカー色見本各メーカー色見本各メーカー色見本各メーカー色見本フォルダし、該当のファイル名をダブルクリックまたは、選択後、開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）ボタンをクリックします。  
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    パレットパレットパレットパレット表示表示表示表示          
●色のみ●色のみ●色のみ●色のみ サムネール表示（大・小）、パレット上で色番号が表示。右図例はサムネール表示（小） 
●色＋色番号●色＋色番号●色＋色番号●色＋色番号 リスト表示（大・小）、常に一覧にパレットと色番号が表示。右図例はリスト表示（大） 

① スウォッチパレットの右端にある▸または▼▼▼▼ΞΞΞΞをクリックします。右図のポップアップメニューが表示されます。赤枠内のいずれかをクリックするとパレットの表示を変更することができます。 
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 Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ起動後、現場画像を開き、カラーシミュレーションの準備が整った画面です。カラーシミュレーションで使用するウィンドウやツールは下図のとおりです。 

 ① メニューバー  ② ツールオプションバー ③より選択したツールの設定の表示と変更ができます。 ③ ツールボックス カラーシミュレーションで利用するツールについては次のツールボックスの説明をお読みください。 ④ 塗替色パレット （＝カラーパレット、描画色パレット） 洗濯した塗替色が表示されます。 ⑤ 日塗工色見本 画像ファイル化された色見本パレットです。ＣＤ－ＲＯＭ内日日日日塗塗塗塗工工工工色見本色見本色見本色見本帳帳帳帳フォルダにある．ｐｓｄ形式のファイルを開くと表示されます。 ⑥ （現場）画像 画像の上に表示されるファイル名をドラッグすると表示移動できます。画像は複数表示できますが、必ず手前のファイル名が表示されるバーが青く反転しているものが操作実行可能な画像です。 ⑦ カラーツール （＝アクション） 色彩工房のカラーシミュレーションツールです。 ⑧ スウォッチ Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐのスウォッチ対応のカラーパレットです。スォッチウィンドウはメニューバーウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ（（（（ＷＷＷＷ））））⇒スォッチスォッチスォッチスォッチでウィンドウを表示させたうえで、ＣＤ－ＲＯＭ内日塗工色見日塗工色見日塗工色見日塗工色見本本本本フォルダまたは各メーカー色見本各メーカー色見本各メーカー色見本各メーカー色見本フォルダの．ａｃｏファイルを読み込み表示できます。読み込み方法はＰ．１３～「色見本の読み込み」を参照ください。 ⑨ パスウィンドウ 範囲指定部位（パス）を保存すると、複数パターンのシミュレーションに便利です。 
  

   

カラーシミュレーションカラーシミュレーションカラーシミュレーションカラーシミュレーションで使うウィンドウとツールで使うウィンドウとツールで使うウィンドウとツールで使うウィンドウとツール    
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   ⑩ ヒストリー 操作履歴により前の操作に戻ることができます。 ⑪ レイヤー 画像の合成編集ツールです。Ａ４４分割出力の編集や、フェンスや手摺りなど細物部分のマスキング、またマスキング修正ツールとして利用します。  各ツールやウィンドウがメインウィンドウに表示されない、閉じてしまった場合は、メニューバーメニューバーメニューバーメニューバー⇒ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）より各メニューをクリックしてください。同一ウィンドウ、タグ別で表示されるメニューもあります。  ツール名＝ウィンドウ（Ｗ）メニュー名 -------------------------------- ③ツールボックス ＝ ツール ⑦カラーツール ＝ アクション ⑨パスウィンドウ ＝ パス ⑩ヒストリー ＝ ヒストリー ⑪レイヤー ＝ レイヤー ※⑦＋⑩、⑨＋⑫＝同一ウィンドウ別タグ表示 
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 メニューバーメニューバーメニューバーメニューバー⇒ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）⇒アレンジアレンジアレンジアレンジ（（（（AAAA））））で複数のファイルの表示をアレンジできます。 
 

 

ウィンドウアレンジウィンドウアレンジウィンドウアレンジウィンドウアレンジ    

▼ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）⇒アレンジアレンジアレンジアレンジ（（（（AAAA））））⇒すべてのタブに統合すべてのタブに統合すべてのタブに統合すべてのタブに統合    複数のファイルがタブ化され、１つのウィンドウに統合されます。各ファイルの参照の切り替えは各ファイル名のところをクリックします。 
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 ▼ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）⇒アレンジアレンジアレンジアレンジ（（（（AAAA））））⇒すべてのすべてのすべてのすべてのウィンドウを分離ウィンドウを分離ウィンドウを分離ウィンドウを分離／ウィンドウを分離ウィンドウを分離ウィンドウを分離ウィンドウを分離    複数のファイルが各ウィンドウに分離表示されます。ファイルを移動するには各ファイル名のところをドラッグするとファイルが移動できます。複数ファイルより１つのファイルを分離するにはウィンドウを分離ウィンドウを分離ウィンドウを分離ウィンドウを分離を選択します。 
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 メニューバーメニューバーメニューバーメニューバー⇒ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）で表示される、パス、レイヤー、アクションなどのタブ化されたレイヤーレイヤーレイヤーレイヤー／チャンネルチャンネルチャンネルチャンネル／パスパスパスパスウィンドウは左端にある▶▶▶▶▶▶▶▶をクリックするとツールメニュー化、さらにウィンドウの端で⇔右へ縮小させると、ボタンバー化表示になり、ツールウィンドウをコンパクト化してウィンドウの作業スペースを広げることができます。  

 

 

 ① ▶▶▶▶▶▶▶▶ ／ ◀◀◀◀◀◀◀◀ ウィンドウの詳細表示の指定、ウィンドウ内の作業スペースが狭いときには▶▶▶▶▶▶▶▶をクリックしてタグ名のみの表示になります。使用するときには◀◀◀◀◀◀◀◀をクリックして元のウィンドウサイズに戻ります。 ② ×××× ウィンドウを閉じます。 ③ ▼▼▼▼ΞΞΞΞ そのウィンドウのサブメニューを表示します。 ④ |||||||||| マウス移動してツールを配置替えができます。 

 

ツールツールツールツールウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ    
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 ツールツールツールツールウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウのコンパクト化のコンパクト化のコンパクト化のコンパクト化から移動から移動から移動から移動    ツールウィンドウの左端にある▶▶▶▶▶▶▶▶をクリックして、メニュー化またはボタン表示されたツールは、右図の赤枠内の|||||||||| の部分をクリックしながらマウス移動すると下図のようにさまざまにツールを配置替えでき、ウィンドウ内の作業スペースを効率よく作ることができます。 
① 右図①の赤枠内の|||||||||| の部分をクリックしながらマウス移動するとツールバーから離れます。 ② 右図②のツールバーとの間にマウス移動すると青い太線が表示されます。 
③ マウスを放すと、右図③のようにツールバーとの間に①で移動したツールが割り込まれます。 
④ 右図④のように各ツールバーを縦に配置させてコンパクト表示することでとウィンドウ内の右端に移動させて、下図のようにウィンドウ内の作業スペースを広くとることができます。 
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    ここではツールボックスの中でも、主に色彩工房で使用するツールのみ説明しています。このツールボックスが画面上に表示されていないときは、メニューウィンドウ（Ｗ）→ツールをクリックします。  表示後、初期表示は１列ですが、▶▶▶▶▶▶▶▶をクリックすると２列表示になります。また１列表示に戻すときは、◀◀◀◀◀◀◀◀をクリックすると１列表示になります。     ツールボックスの表示が違うツールボックスの表示が違うツールボックスの表示が違うツールボックスの表示が違う！？！？！？！？        
 

ツールボックスツールボックスツールボックスツールボックス    

③多角形ツールや④自動選択ツールはマスキングツールとして頻繁に使用しますが、初期表示は異なるツールが表示されています。 そのような場合は、右図のようにそのツール上でマウスを長押ツール上でマウスを長押ツール上でマウスを長押ツール上でマウスを長押ししししすると、そのツールのサブツールが表示され、多角形ツールを選択クリックします。 
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   ① 移動ツール Ａ４４分割画像の編集の際に、画像（複数画像＝レイヤー）を移動するのに使用します。 ② 長方形ツール 長方形の部位を範囲指定するときに使用します。またこの上でマウスを長押しすると、他のツールが表示されます。 ③ 多角形ツール 部位形状毎に指定するマスキングツールです。 ④ 自動選択ツール 同色範囲を自動的に選択するマスキングツールです。「選択する色の範囲：」の数値を変更すると自動的に選択する拡張範囲を調整できます。 ⑤ スポイトツール 色を選択するツールです。日塗工色見本や各メーカーパレット、その他画像から色を取得する際に使用します。 ⑥ ブラシツール／鉛筆ツール ある部分を少し塗装する際に使用します。 ⑦ 消しゴムツール 文字や画像を消去するときに使用します。 ⑧ 文字ツール Ａ４４分割画像の編集で文字入力するツールです。フォント・サイズ、行間ピッチ、文字色など変更できます。 ⑨ ラインツール 直線個所（鉄部手摺、格子、フェンスなどの細物）を描画塗替えツールです。 ⑩ ズームツール 画像を拡大･縮小表示し、作業スペースの効率化ができます。 ⑪ 塗り替え色パレット 上のパレットが塗り替え色、下のパレットはその画像の背景色です。スポイトツールで色を選択すると、塗り替え色パレットに色が表示されます。 
  

 

   塗り替え色パレットについて塗り替え色パレットについて塗り替え色パレットについて塗り替え色パレットについて        
 

 

  

      

 

  

カラーシミュレーション画像は常に背景が白画像の上にあり、パレットの上部が塗り替え色＝選択色になります。 もし、背景色が白以外の色の場合、消しゴムツールなどで画像を消去した際に、白以外の色になれば描画色の変更が必要です。またこのようなケースで印刷すると、出力したときに白く印字されるところが白以外の色で印字されることになります。 したがって、背景色は常に白（ＲＧＢ：255,255,255）に設定してください。 
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 ここではツールボックスのズームツールにはウィンドウ内の画像表示を次のように行えます。    
ズームツールのウィンドウ切り替えズームツールのウィンドウ切り替えズームツールのウィンドウ切り替えズームツールのウィンドウ切り替え    

ピクセル等倍ピクセル等倍ピクセル等倍ピクセル等倍    画像を原寸１００％で表示します。 
 

画面サイズ画面サイズ画面サイズ画面サイズ    画面の縦サイズに合わせて全体を表示します。 
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    画面画面画面画面にフィットにフィットにフィットにフィット    画面の横サイズに合わせて全体を表示します。 
 

プリントサイズプリントサイズプリントサイズプリントサイズ    印刷原寸サイズに合わせて表示します。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここでは、カラーシミュレーションの 操作について説明しています。 カラーツールを使用すると、 短時間で簡単にシミュレーションが できます。 
 

操作操作操作操作シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション編編編編    
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   カラーシミュレーションの基本的な流れは下記のとおりです。    
 流れ 手順 内容 【１】シミュレーション準備 ① 現場画像の撮影から画像取り込み 高画質、良質なシミュレーションが目的ならば、撮影は快晴の午前中が最適です。曇り、雨の日、障害物が多い方向からの撮影は作業効率上、避けたほうがよいと思われます。また、テクスチャ塗装をするのであれば建物を正面から撮影すると、簡単・短時間で処理ができます。 ② 画像を開く デジカメで撮影してきた画像、現場画像を写真にしたものならスキャナから、シミュレーションする画像を開きます。 【２】マスキング ① マスキング 自動選択ツール（同色範囲の自動指定） 外壁、屋根、軒天、破風・・・など部位毎にマスキング、デザイン塗装であれば同色で塗る部位毎に指定します。 ［使用ツール］多角形選択多角形選択多角形選択多角形選択ツール、自動選択自動選択自動選択自動選択ツール、長方形長方形長方形長方形ツール、ズームズームズームズームツール 多角形ツール（ 部 位 範 囲 指定） ② マスキングの保存 ［使用ツール］選択範囲選択範囲選択範囲選択範囲→→→→パス登録（マスク）パス登録（マスク）パス登録（マスク）パス登録（マスク） ③ 原画に上書き保存 ここまでの処理で原画として上書き保存または別名で名前をつけて画像を保存します。 【３】下地処理  ※この処理は除去箇所が無い場合、また汚れの状況から不要な場合は次の【４】へ進みます。 ① 下地調整・汚れ部分の処理 マスキング後、電線や電柱などを除去することができます。また外壁の雨染みなどの汚れ部分も処理します。 ［使用ツール］多角形選択多角形選択多角形選択多角形選択ツール、自動選択自動選択自動選択自動選択ツール、ブラシブラシブラシブラシツール、鉛筆鉛筆鉛筆鉛筆ツール、ズームズームズームズームツール、汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）、スポイトスポイトスポイトスポイトツール、透過（５０％）塗り透過（５０％）塗り透過（５０％）塗り透過（５０％）塗り、目視調整塗り目視調整塗り目視調整塗り目視調整塗り ② 電柱・電線などの除去 ③ 画像自動補正 ④ 原画に上書き保存 ここまでの処理で原画として上書き保存または別名で名前をつけて画像を保存します。 【４】シミュレーション ① 塗替色選択 日塗工色見本帳から選択 日塗工色見本または各メーカー色見本等から塗り替える色を選択します。 ［使用ツール］スポイトスポイトスポイトスポイトツール、スウォッチスウォッチスウォッチスウォッチ、ズーズーズーズームムムムツール、カラーライブラリカラーライブラリカラーライブラリカラーライブラリ、カラーピッカーカラーピッカーカラーピッカーカラーピッカー 各メーカー色見本帳から選択 ＤＩＣカラーガイド（カラーライブラリ）から選択 カラーピッカーから選択 スウォッチパレットから選択 

カラーシミュレーションの流れカラーシミュレーションの流れカラーシミュレーションの流れカラーシミュレーションの流れ    
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画像から選択 ② マスキング呼び出し 【１】－②でマスキングした部位を呼び出し、点線化して塗り替えが実行できるよう準備します。 ［使用ツール］登録パス登録パス登録パス登録パス→→→→選択範囲選択範囲選択範囲選択範囲 ③ 塗り替えシミュレーション 【２】－①で呼び出した部位に対して【２】－②で選択した色でシミュレーションします。 ［使用ツール］画像種類のよって次のようにツールを使用します。 ●デジカメ、写真のとき 有彩色、無彩色、濃彩色、目視調整塗り、透過（５０％）塗り、テクスチャ塗装（定義済） ●図面のとき 透過（５０％）塗り、ベタ塗り、目視調整塗り ④ 色の調整 ［使用ツール］目視調整塗り目視調整塗り目視調整塗り目視調整塗り ⑤ 模様付けシミュレーション ［使用ツール］麻袋状テクスチャ麻袋状テクスチャ麻袋状テクスチャ麻袋状テクスチャ、砂岩状テクス砂岩状テクス砂岩状テクス砂岩状テクスチャチャチャチャ、キャンバス状テクスチャキャンバス状テクスチャキャンバス状テクスチャキャンバス状テクスチャ ⑥ シミュレーション画像の保存 シミュレーションができたら、必ず色番号やパターン名など分かりやすい名前をつけて別名保存します。 ・・・ シミュレーションパターンが複数ある場合は【３】を繰り返し行います。その際に、呼び出す画像のマスキングは【２】－③で保存した画像を表示してシミュレーションします。したがって、マスキング処理は１回で済み、作業効率化・時間短縮が図れます。 ・・・ シミュレーションをメール送信で提出する場合は、ここで終了です。相手先がＰｈｏｔｏｓｈｏｐを持っていない場合は、ブラウザで閲覧するので、ファイル拡張子を．ｊｐｇ（ジェーペグ）にして保存します。 
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                        ①①①①    現場現場現場現場撮影から画像取り込み撮影から画像取り込み撮影から画像取り込み撮影から画像取り込み        各入力機器から、さまざまな方法で画像を取り込めます。                                        
 

 

 

【１】【１】【１】【１】シミュレーション準備シミュレーション準備シミュレーション準備シミュレーション準備 

デジタルカメラからデジタルカメラからデジタルカメラからデジタルカメラから    デジタルカメラから画像を取り込み表示します。 操作については、お手持ちのデジタルカメラに添付の マニュアルをお読みください。 現場画像の撮影は快晴の午前中が最適で、シミュレーションの 作業効率も良好です。また、テクスチャ塗装が目的ならば 建物を正面から撮影すると、簡単・短時間で処理ができます。 写真を写真を写真を写真をスキャナスキャナスキャナスキャナで読み込んでシミュレーションで読み込んでシミュレーションで読み込んでシミュレーションで読み込んでシミュレーション    写真の場合はスキャナで読み込み表示します。 操作については、お手持ちのスキャナに添付の マニュアルをお読みください。 
 

保存してある画像ファイルでシミュレーション保存してある画像ファイルでシミュレーション保存してある画像ファイルでシミュレーション保存してある画像ファイルでシミュレーション    あらかじめスキャナやデジタルカメラから画像を 入力し、保存しておいたファイルを呼び出し ディスプレイに表示します。 
携帯で撮影、メールで送信携帯で撮影、メールで送信携帯で撮影、メールで送信携帯で撮影、メールで送信    携帯電話に付属のカメラで撮影、メールで事務所 などのパソコンへ送信して、ファイルを呼び出し、 ディスプレイに表示します。       外壁だけでも、簡単・スピーディーに１０分程度で可能。シミュレーションし た画像を携帯へ返信して色決めできます。 
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②②②②    画像デー画像デー画像デー画像データ開くタ開くタ開くタ開く        カラーシミュレーションのスタートは現場画像の表示。作業の途中で保存したファイルを開くのもこの方法です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① メニューバーよりファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）→開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）をクリックし、右図のウィンドウが表示されたら、既存ファイルが保存されている場所を指定し、そのファイル名をクリックします。 
② 選択した画像ファイルが表示されます。 
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 ここではマスキング（＝塗替えシミュレーションする部位の指定）から、マスキングした部位を保存（＝パス指定）までを説明します。 マスキングは基本的に、自動選択自動選択自動選択自動選択ツールやカラーツールの選択範囲の拡大（画像全体）選択範囲の拡大（画像全体）選択範囲の拡大（画像全体）選択範囲の拡大（画像全体）ボタンを利用すると便利ですが、原画の精度が悪いときや塗替えする建物の形状が単純な場合は、多角形多角形多角形多角形選択選択選択選択ツールを利用し、塗替え範囲をポイントで指定し、塗替え範囲指定する方法もあります。また、指定した範囲を何パターンかに色替えして提案するには、範囲指定した個所に部位名を付け、保存しておくと便利です。（＝パス保存） 
 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 主に使用するマスキングツール ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝   ツール形状 ツール名 内容  自動選択自動選択自動選択自動選択ツール 同色範囲を自動的に選択するマスキングツールです。「選択する色の範囲：」の数値を変更すると自動的に選択する拡張範囲を調整できます。  多角形選択多角形選択多角形選択多角形選択ツール 部位形状毎に指定するマスキングツールです。   

 長方長方長方長方形選択形選択形選択形選択ツール    長方形の部位を範囲指定するときに使用します。またこの上でマウスを長押しすると、他のツールが表示されます。   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】マスキング【２】マスキング【２】マスキング【２】マスキング 
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    ここでは各ツールを使用したときのマスキング操作について説明します。部位や塗り替え色に応じて、使い分けしてください。  
 自動選択自動選択自動選択自動選択ツールツールツールツール    ツールボックス⇒自動自動自動自動選択選択選択選択ツールで同一色の部位を自動的に範囲指定し、不要箇所を削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①マスキング①マスキング①マスキング①マスキング    

① 自動選択自動選択自動選択自動選択ツールで塗り替える個所をクリックします。クリックした同色範囲が点線で囲まれます。 

② カラーツールの選択範囲の拡大（画選択範囲の拡大（画選択範囲の拡大（画選択範囲の拡大（画像全体）像全体）像全体）像全体）ボタンをクリックすると、さらに範囲が拡大され、点線で囲まれます。囲まれた内側が塗り替え対象となります。 
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自動選択自動選択自動選択自動選択ツールツールツールツールで範囲指定後、不要で範囲指定後、不要で範囲指定後、不要で範囲指定後、不要箇所を削除する箇所を削除する箇所を削除する箇所を削除する    自動選択自動選択自動選択自動選択ツールでマスキング後、塗替え範囲が拡大しすぎた時の不要箇所を取り除きます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 多角形選択多角形選択多角形選択多角形選択ツールをクリックし、多角形選択ツールモードにします。 

② 塗替え不要箇所はキーボードのＡｌｔＡｌｔＡｌｔＡｌｔキーをクリックしながら、右図の赤線の通りにドラッグして範囲指定します。 
     範囲指定途中で１つ前のポイントに戻る場合は、ＤｅｌｅｔｅＤｅｌｅｔｅＤｅｌｅｔｅＤｅｌｅｔｅキーを１回押すと1つ前のポイントに戻ります。 
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多多多多 多多多多角形選択角形選択角形選択角形選択ツール    ツールボックス⇒多角形多角形多角形多角形選択選択選択選択ツールで部位別、塗り替え色別に範囲を指定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 建物全体を②の操作を連続して行うと、右図のように―― で建物全体が囲まれ、範囲指定されます。■はマウスをクリックしたところです。     範囲指定途中で１つ前のポイントに 戻る場合は、ＤｅｌｅｔｅＤｅｌｅｔｅＤｅｌｅｔｅＤｅｌｅｔｅキーを１回押すと 1つ前のポイントに戻ります。 

② 建物形状に沿って、マウスを動かすと自動的に線が引かれ、角やカーブしているところでクリックします。 

① 多角形選択多角形選択多角形選択多角形選択ツールをクリックし、多角多角多角多角形選択形選択形選択形選択モードにします。塗り替する建物の開始点を決めて、クリックします。クリックし、開始点を決めます。右図は■のところが開始点となります。 

④ 開始点まで戻り、マウスを放すと、点線で囲まれます。この点線の内側が塗り替え対象範囲となります。 
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 塗塗塗塗替え範囲の追加／不要範囲の削除は・・・替え範囲の追加／不要範囲の削除は・・・替え範囲の追加／不要範囲の削除は・・・替え範囲の追加／不要範囲の削除は・・・    
 

 １回で全ての塗替え範囲指定を行えない場合は、２回目の範囲指定する前に、ShiftShiftShiftShiftキーを押しながら、 多角形選択多角形選択多角形選択多角形選択ツールを使用します。右図は前ページからの操作説明上記④より、ShiftShiftShiftShift キーを押しながら、■を開始点とし、■のところでマウスをクリックし、開始点まで戻ります。また、１回で全ての塗替え範囲指定を行い、窓など不要な箇所はＡｌｔＡｌｔＡｌｔＡｌｔキーを押しながらマウスをクリックします。 
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    塗替え範囲指定ができたら、カラーツールの選択範囲→パス登録（マスク）選択範囲→パス登録（マスク）選択範囲→パス登録（マスク）選択範囲→パス登録（マスク）ボタンをクリックし、範囲指定した場所を保存しておきます。 
 

 ここまでの処理を原画としてカラーシミュレーションを行いますので、この画像を上書き保存します。  

②マスキングの保存②マスキングの保存②マスキングの保存②マスキングの保存    
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   マスキング部分の登録（マスキング部分の登録（マスキング部分の登録（マスキング部分の登録（パス登録パス登録パス登録パス登録））））と部位名変更と部位名変更と部位名変更と部位名変更 範囲指定後、カラーツール選択範囲→パス登録（マスク）選択範囲→パス登録（マスク）選択範囲→パス登録（マスク）選択範囲→パス登録（マスク）ボタンをクリックすると、下図のウィンドウが表示されます。                          

① パスパスパスパスウィンドウはメニューバーウウウウィンドウ（Ｗ）ィンドウ（Ｗ）ィンドウ（Ｗ）ィンドウ（Ｗ）⇒パスパスパスパスで表示させます。右図のパスパスパスパスウィンドウに、パス１パス１パス１パス１ が登録されます。  パス１パス１パス１パス１は消去し、部位名などに名前を変更します。    同様のパス名はつけられません。 
②  入力したパス名に変更されます。 
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 マスキングからマスキングした部位のパスまで処理を上書き保存します。この上書き保存することにより、マスキング処理は１度で済み、以降はシミュレーション作業のみで短時間でシミュレーションができます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③③③③    原画に上書き保存原画に上書き保存原画に上書き保存原画に上書き保存 

① メニューバーよりファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）→保存（Ｓ保存（Ｓ保存（Ｓ保存（Ｓ））））をクリックします。 

② 同名のファイルに上書き保存されます。  
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    雨染みなどの外壁の汚れや、電柱、電線の除去は、カラーツールのカラーツールのカラーツールのカラーツールの汚れ除去（電柱）汚れ除去（電柱）汚れ除去（電柱）汚れ除去（電柱）ボタンを使用します。電柱など除去する箇所が無い、また汚れ除去が不要な場合は次の【４】シミュレーションへ進んでください。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３】下地処理【３】下地処理【３】下地処理【３】下地処理 
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                外壁外壁外壁外壁クラック部分クラック部分クラック部分クラック部分のののの下地調整下地調整下地調整下地調整 下図の赤枠内のクラック部分を、カラーツール汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）を使って消去します。 
 

① ツールボックスより左上の長方形ツー長方形ツー長方形ツー長方形ツールルルルを選択し、長方形ツールモードにします。 
② 右図の■のあたりをクリックし、矢印の方向へマウスを移動し、汚れを点線で囲みます。       同一の汚れ部分はＡＡＡＡ．ＢＢＢＢのように２箇所いっぺんに指定することも可能です。その際、ＡＡＡＡの箇所を指定した後、ｓｈｉｆｔｓｈｉｆｔｓｈｉｆｔｓｈｉｆｔキーを押しながら、ＢＢＢＢの箇所を指定します。 

①①①①    下地調整・汚れ部分の処理下地調整・汚れ部分の処理下地調整・汚れ部分の処理下地調整・汚れ部分の処理 
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③ 右図のカラーツールで汚れ除去（電柱汚れ除去（電柱汚れ除去（電柱汚れ除去（電柱／電線の消去）／電線の消去）／電線の消去）／電線の消去）をクリックします。 
④ 右図のように汚れが消去または薄くなります。さらに汚れの酷い場合は、２回もしくは複数回汚れ除去（電柱／電線の消汚れ除去（電柱／電線の消汚れ除去（電柱／電線の消汚れ除去（電柱／電線の消去）去）去）去）をクリックすることで、汚れが他の部分と中和され薄くなります。 
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雨染みの雨染みの雨染みの雨染みの処理処理処理処理 下図の赤枠内の外壁などの雨染み汚れをカラーツールで透過（５０％塗り）透過（５０％塗り）透過（５０％塗り）透過（５０％塗り）を使って除去します。 
 

① 屋根のマスキングパスをクリックします。 
② 右図のカラーツールで登録パス→選登録パス→選登録パス→選登録パス→選択範囲択範囲択範囲択範囲をクリックします。 上記①でパスパスパスパスウィンドウ下の点線○点線○点線○点線○をクリックすると、下図のように、屋根のマスキング部位が点線で表示されます。 
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③ 右図のように汚れ部分の酷いところの色を拾います。 ａａａａ．ツールボックスのスポイトツールスポイトツールスポイトツールスポイトツールをクリックし、スポイトツールスポイトツールスポイトツールスポイトツールモードにします。 ｂｂｂｂ．汚れのひどい部分をクリックします。 ｃｃｃｃ．ツールボックスの塗り替え色パレット塗り替え色パレット塗り替え色パレット塗り替え色パレットにｂｂｂｂ．でクリックしたと部分の色が表示されます。 
④ 右図のカラーツールで透過（５０％透過（５０％透過（５０％透過（５０％塗り）塗り）塗り）塗り）をクリックします。 下図のように、屋根の汚れ部分が薄くなります。 さらに汚れの酷い場合は、２回もしくは複数回透過（５０％塗り）透過（５０％塗り）透過（５０％塗り）透過（５０％塗り）をクリックするか、有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装などのツールを使用することで、汚れが他の部分と中和され薄くなります。 
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     【１】【１】【１】【１】電線の除去電線の除去電線の除去電線の除去    電線部分を範囲指定し、カラーツールの汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 範囲指定した部分をクリックすると、点線が消えます。 

② カラーツールの汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）ボタンをクリックすると、右図のように範囲指定した部分が除去されます。 

① 多角形選択多角形選択多角形選択多角形選択ツールをクリックし、多角形選択ツ多角形選択ツ多角形選択ツ多角形選択ツールールールールモードにします。外壁の汚れが目立つ部分や、電線、電柱などを範囲指定します。右図のように■――■で除去する部分を範囲指定します。 
②②②②    電線・電柱などの除去電線・電柱などの除去電線・電柱などの除去電線・電柱などの除去 
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【【【【２２２２】】】】電柱電柱電柱電柱のののの除去除去除去除去 電柱など１クリックで除去することが難しい時は、汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）汚れ除去（電柱／電線の消去）ボタン数回連続クリックします。 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでも除去されない時は、電線を長方長方長方長方形選択形選択形選択形選択ツールで範囲指定します。 電柱近くの空の色をスポスポスポスポイトイトイトイトツールで選択し、ブラシブラシブラシブラシツールで電柱を塗りつぶしていきます。その後、再度ボタンをクリックすると、自然な状態で電柱を除去することができます。 
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 画像自動補正（鮮明化）画像自動補正（鮮明化）画像自動補正（鮮明化）画像自動補正（鮮明化）     画像が全体的に暗い、ブレなど場合はカラーツールの画像自動補正（鮮明化）画像自動補正（鮮明化）画像自動補正（鮮明化）画像自動補正（鮮明化）ボタンで自動補正できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③③③③    画像自動補正画像自動補正画像自動補正画像自動補正 
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 汚れ除去や下地処理・調整後の画像を上書き保存します。この画像、マスキングと下地処理した画像を基にシミュレーション作業を短時間で処理します。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④④④④    原画に上書き保存原画に上書き保存原画に上書き保存原画に上書き保存 

① メニューバーよりファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）→保存（Ｓ）保存（Ｓ）保存（Ｓ）保存（Ｓ）をクリックします。 

② 同名のファイルに上書き保存されます。  
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 マスキングができたらシミュレーションです。シミュレーションは以下の流れで行うのが最適です。    
 

【４】シミュレーション【４】シミュレーション【４】シミュレーション【４】シミュレーション 

①①①①    塗替色の選択塗替色の選択塗替色の選択塗替色の選択    日塗工色見本帳Ｅ版／各メーカー色見本帳／カラーライブラリ(ＤＩＣ他)／カラーピッカー／スウォッチ／表示中の画像から    
②②②②    マスキングの呼び出しマスキングの呼び出しマスキングの呼び出しマスキングの呼び出し    

③③③③    塗り替え塗り替え塗り替え塗り替え    カラーツール：有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装／無彩色（白）への塗装無彩色（白）への塗装無彩色（白）への塗装無彩色（白）への塗装／濃彩色への塗装濃彩色への塗装濃彩色への塗装濃彩色への塗装／ベタ塗りベタ塗りベタ塗りベタ塗り／透過（５０％）塗り透過（５０％）塗り透過（５０％）塗り透過（５０％）塗り    
④④④④    色の調整色の調整色の調整色の調整    カラーツール：目視調整塗り目視調整塗り目視調整塗り目視調整塗り    
⑤⑤⑤⑤    模様付け（模様付け（模様付け（模様付け（テクスチャ塗装）テクスチャ塗装）テクスチャ塗装）テクスチャ塗装）    

⑥⑥⑥⑥    シミシミシミシミュレーション画像の保存ュレーション画像の保存ュレーション画像の保存ュレーション画像の保存    
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      ここでは、塗替色の選択を説明しています。色の選択は下記の方法で行えます。  色見本帳から ●日塗工色見本帳（色彩工房ツールパック ＣＤ－ＲＯＭ内色見本帳フォルダに添付） ●各種メーカー色見本（色彩工房ツールパック ＣＤ－ＲＯＭ内各メーカー色見本帳フォルダに添付） ●Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ標準添付 カラーライブラリ（ＤＩＣ色見本）   その他、カラーピッカーや色見本で自由に色を選択したり、また表示中の画像の中から色を選択したり、またメーカーの色見本帳をスキャナで読み込み画像化し、その中から色を選択またはテクスチャを作成することもできます。また自分でテクスチャを作成することができます。  選択した色は、ツールボックスの塗替色パレットの描画色へ表示されます。（ただし、テクスチャは表示されません。） 
 

 

①①①①    塗替色の選択塗替色の選択塗替色の選択塗替色の選択 
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日塗工色見本帳日塗工色見本帳日塗工色見本帳日塗工色見本帳Ｅ版Ｅ版Ｅ版Ｅ版から選択から選択から選択から選択    表示されている日塗工色見本（画像）から色を選択する方法です。                             
① ツールボックスよりスポイトスポイトスポイトスポイトツールをクリックします。 ② スポイトツールモードになっているので、色見本帳ファイル色見本帳ファイル色見本帳ファイル色見本帳ファイルの該当する色の上をクリックします。 ③ 選択した色が、右図のツールボックスの塗装色塗装色塗装色塗装色パレットに表示されます。 

色番号が見るには拡大・縮小表示色番号が見るには拡大・縮小表示色番号が見るには拡大・縮小表示色番号が見るには拡大・縮小表示    ■■■■ツールボックスからツールボックスからツールボックスからツールボックスから     ズームズームズームズームツールをクリックし、拡大表示したいところをクリックします。縮小したいときには、このツールモードにし、縮小表示したいところを、ＡｌｔＡｌｔＡｌｔＡｌｔキーを押しながらクリックします。 ■メメメメニューバーからニューバーからニューバーからニューバーから    拡大するときは、メニューのビュー（Ｖ）ビュー（Ｖ）ビュー（Ｖ）ビュー（Ｖ）→ズームイン（Ｉ）ズームイン（Ｉ）ズームイン（Ｉ）ズームイン（Ｉ）をクリックします。縮小するときは、同様のメニューのズームアウトズームアウトズームアウトズームアウト（Ｏ）（Ｏ）（Ｏ）（Ｏ）をクリックします。各メニュー共、拡大・縮小率が思うようでない場合は、この操作を繰り返し行います。  
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各メーカー色見本帳各メーカー色見本帳各メーカー色見本帳各メーカー色見本帳から選択から選択から選択から選択    各メーカー色見本（関ペ、日ペ、ＳＫ他約４０種）はＣＤ－ＲＯＭ内の各メーカー色見本各メーカー色見本各メーカー色見本各メーカー色見本フォルダに収録しています。                          

① 色彩工房カラーツールインストールＣＤ－ＲＯＭをドライブにセットします。メニューバーよりファイファイファイファイルルルル（Ｆ）（Ｆ）（Ｆ）（Ｆ）→開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）を選択します。 
② 右図のウィンドウが表示され、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータ⇒ＣＤ－ＲＯＭドライブのＣｏｍｐａｓ色彩工房ｖｅｒ４．Ｃｏｍｐａｓ色彩工房ｖｅｒ４．Ｃｏｍｐａｓ色彩工房ｖｅｒ４．Ｃｏｍｐａｓ色彩工房ｖｅｒ４．００００をダブルクリックして選択します。  
③ 各メーカー色見本各メーカー色見本各メーカー色見本各メーカー色見本フォルダし、該当のファイル名をダブルクリックまたは、選択後、開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）ボタンをクリックします。  
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④ 右図のように表示されたら、日塗工色見本と同様にツールボックスのスポイトスポイトスポイトスポイトツールで該当する色の上でクリックして選択します。 

⑤ 選択した色が、右図のツールボックスの塗装色塗装色塗装色塗装色パレットに表示されます。 
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ＤＩＣ色見本帳ＤＩＣ色見本帳ＤＩＣ色見本帳ＤＩＣ色見本帳からからからから選択選択選択選択          Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐカカカカラーライブラリラーライブラリラーライブラリラーライブラリに添付のＤＩＣＤＩＣＤＩＣＤＩＣなど色見本帳から好みの色を選択する方法です。                                      

①  ツールボックスの塗替色塗替色塗替色塗替色パレットをダブルクリックします。 ②  右図のカラーライブラリカラーライブラリカラーライブラリカラーライブラリウィンドウが表示されます。カラーピッカー（描画色）ウィンドウが表示された場合は、カラーライブラリカラーライブラリカラーライブラリカラーライブラリボタンをクリックすると表示されます。 ③  右図のウィンドウが表示され、ライブラリ（Ｂ）ライブラリ（Ｂ）ライブラリ（Ｂ）ライブラリ（Ｂ）：：：：をドロップダウンし、ＤＩＣカラーガイドＤＩＣカラーガイドＤＩＣカラーガイドＤＩＣカラーガイドを選択します。画面中央のカラーバーのクリック、またはカラーバーの該当する色付近をクリックして表示されます。 

⑤ 選択した色がツールボックスの塗装色塗装色塗装色塗装色パレットに表示されます。  

④ 該当する色をクリックして選択、ＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックします。 
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   カラーピッカーから選択カラーピッカーから選択カラーピッカーから選択カラーピッカーから選択         Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐのカラーピッカーカラーピッカーカラーピッカーカラーピッカーから好みの色を選択する方法です。                                                                   スウォッチパレットスウォッチパレットスウォッチパレットスウォッチパレットから選択から選択から選択から選択    各メーカー色見本（関ペ、ＳＫ他約５種）はＣＤ－ＲＯＭ内の各メーカー色見本各メーカー色見本各メーカー色見本各メーカー色見本フォルダに収録しています。                                                                               画像から選択画像から選択画像から選択画像から選択    表示中の画像からツールボックスのスポイトスポイトスポイトスポイトツールを使って選択、汚れ除去など下地処理で使用すると便利です。    

ツールボックスの塗替色塗替色塗替色塗替色パレットをクリックすると、カラーピッカーカラーピッカーカラーピッカーカラーピッカーウィンドウが表示されます。該当する色をクリックし、ＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックします。 

ツールボックスのスポイトスポイトスポイトスポイトツールをクリックし、右図の①のスポイトツールスポイトツールスポイトツールスポイトツールモードにし、②のように画像の上をクリックします。クリックしたところの色がツールボックスの塗装色塗装色塗装色塗装色パレットに表示されます。 

① メニューバーのウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）→スウォスウォスウォスウォッチッチッチッチでウィンドウが表示されます。ウィンドウの上にカーソルを置くと自動的にスポイトスポイトスポイトスポイトツールモードになり、該当する色をクリックします。    右図のように色見本が表示されない場合は、ＣＤ－ＲＯＭ内に収録されているものを読み込みしてください。詳しくは「よくある質問編」をお読みください。 ② 選択した色がツールボックスの塗装色塗装色塗装色塗装色パレットに表示されます。  
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    塗替え範囲の作成塗替え範囲の作成塗替え範囲の作成塗替え範囲の作成    マスキングで保存した部位（パス）を呼び出し、塗り替え実行可能に点線化します。                 

①  塗り替えするパス（部位名）をクリックして色反転させます。 このときパスパスパスパスウィンドウ下の点線○点線○点線○点線○をクリックすると、下図のように、屋根のマスキング部位が点線で表示され、下図③になります。 
② マスキングしたパスが表示されます。 

③ カラーツールの登録パス→選択登録パス→選択登録パス→選択登録パス→選択範囲範囲範囲範囲ボタンをクリックします。選択したパスが線で囲まれ、その上で点線によって囲まれます。 

②②②②    マスキングの呼び出しマスキングの呼び出しマスキングの呼び出しマスキングの呼び出し 
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    塗り替えはカラーツールを使用してリアルなシミュレーションができます。   
③③③③    塗替えシミュレーション塗替えシミュレーション塗替えシミュレーション塗替えシミュレーション 
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有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装、、、、無彩色への塗装無彩色への塗装無彩色への塗装無彩色への塗装、、、、濃彩色への塗装濃彩色への塗装濃彩色への塗装濃彩色への塗装    写真やデジカメ画像の場合は塗り替えする画像（下地色）によって、各ボタンを使い分けしてください。              
有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装    塗り替え前の現在の色が淡色の場合など  どうしても１回塗りでは思うような色が再現できない場合は、いずれかのボタンで塗り替え後再度クリックして２回塗りや有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装×無彩色への塗装無彩色への塗装無彩色への塗装無彩色への塗装、有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装×濃彩色濃彩色濃彩色濃彩色への塗装への塗装への塗装への塗装など、これらのボタンを組合せて使用するなどしてもＯＫです。 
無彩色への塗装無彩色への塗装無彩色への塗装無彩色への塗装 塗り替え前の現在の色が白やアイボリー系の場合  どうしても１回塗りでは思うような色が再現できない場合は、いずれかのボタンで塗り替え後再度クリックして２回塗りや有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装×無彩色への塗装無彩色への塗装無彩色への塗装無彩色への塗装、有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装×濃彩濃彩濃彩濃彩色への塗装色への塗装色への塗装色への塗装など、これらのボタンを組合せて使用するなどしてもＯＫです。 
濃彩色の塗装濃彩色の塗装濃彩色の塗装濃彩色の塗装    塗り替え前の現在の色が濃色の場合  どうしても１回塗りでは思うような色が再現できない場合は、いずれかのボタンで塗り替え後再度クリックして２回塗りや有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装×無彩色への塗装無彩色への塗装無彩色への塗装無彩色への塗装、有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装×濃彩色濃彩色濃彩色濃彩色への塗装への塗装への塗装への塗装など、これらのボタンを組合せて使用するなどしてもＯＫです。 
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ベタ塗りベタ塗りベタ塗りベタ塗り、、、、透過（５０％）塗り透過（５０％）塗り透過（５０％）塗り透過（５０％）塗り    図面などから起こした画像の塗り替えシミュレーション方法です。                                                         

ベタ塗りベタ塗りベタ塗りベタ塗り    選択した塗替色を１００％で塗り替えるので、塗り絵のような状態になります。 

透過（５０％）塗り透過（５０％）塗り透過（５０％）塗り透過（５０％）塗り 選択した塗替色を５０％で塗り替えるので、図面が少し残る状態で薄く塗られます。 
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テクスチャ塗装（テクスチャ塗装（テクスチャ塗装（テクスチャ塗装（定義定義定義定義済済済済））））    多彩色模様や石調テクスチャをパターン（模様）として読み込んだ後、塗り替えシミュレーション方法です。                                         ① マスキング（部位範囲指定）した画像ファイルを開きます。  

テクスチャ塗装（定義済テクスチャ塗装（定義済テクスチャ塗装（定義済テクスチャ塗装（定義済）））） 多彩色模様や石調テクスチャをパターン（模様）として読み込んだ後、カラーツールのテクスチャ塗装（定義済）テクスチャ塗装（定義済）テクスチャ塗装（定義済）テクスチャ塗装（定義済）でシミュレーションします。このとき、テクスチャとシミュレーション対象となテクスチャとシミュレーション対象となテクスチャとシミュレーション対象となテクスチャとシミュレーション対象となる画像の解像度とサイズの調整が必る画像の解像度とサイズの調整が必る画像の解像度とサイズの調整が必る画像の解像度とサイズの調整が必要です。要です。要です。要です。シミュレーション後は目視調目視調目視調目視調整塗り整塗り整塗り整塗りでより現場に近い色に調整することも可能です。 

② カラーツールのデジカメ画像変換デジカメ画像変換デジカメ画像変換デジカメ画像変換ボタンをクリックします。解像度を１５０ｄｐｉにします。 
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③ あらかじめ、多彩色や石調のテクスチャを右図のように画像化したファイルを開きます。      １製品複数色を１つ画像でレイヤー化しておくことで、右図のレイヤーウィンドウのように各色一覧表示し、レイヤーに色番号と色名を付けておくことで、切り替え選択しやすくなります。 詳しくは「よくある質問編」Ｐ．１８０～参照してください。 ④ テクスチャ画像の解像度とサイズもメニューバーのイメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）→画像画像画像画像解像度（Ｉ）解像度（Ｉ）解像度（Ｉ）解像度（Ｉ）をクリックし、右図のウィンドウにて調整します。このとき、各種メーカーのテクスチャ原寸スケールと現場画像の遠近によって、ドキュメントのサイズの幅（Ｄ）サイズの幅（Ｄ）サイズの幅（Ｄ）サイズの幅（Ｄ）、高さ（Ｇ）高さ（Ｇ）高さ（Ｇ）高さ（Ｇ）も最適なサイズへ計算してください。解像度解像度解像度解像度（Ｒ）（Ｒ）（Ｒ）（Ｒ）は②の現場画像を１５０ｄｐｉにしているので必ず必ず必ず必ずこの数値をこの数値をこの数値をこの数値を統一させま統一させま統一させま統一させます。す。す。す。                                                既に１５０ｄｐｉで作成したテクスチャであればドキュメントのサイズドキュメントのサイズドキュメントのサイズドキュメントのサイズを現場画像に併せて調整します。    ⑤ テクスチャ画像をメニューバーの選選選選択範囲（Ｓ）択範囲（Ｓ）択範囲（Ｓ）択範囲（Ｓ）→すべて選択（Ａ）すべて選択（Ａ）すべて選択（Ａ）すべて選択（Ａ）で右図のように点線化します。 
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    ⑥ メニューバーの編集（Ｅ）編集（Ｅ）編集（Ｅ）編集（Ｅ）→パタパタパタパターンの定義（Ｄ）ーンの定義（Ｄ）ーンの定義（Ｄ）ーンの定義（Ｄ）をクリックし、右図のウィンドウが表示されたら、パターンパターンパターンパターン名（Ｎ）名（Ｎ）名（Ｎ）名（Ｎ）を確認しＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックします。 ⑦ シミュレーション画像に戻し、マスキング（部位範囲指定）した部位を、選択し、カラーツールの登録パ登録パ登録パ登録パス⇒選択範囲ス⇒選択範囲ス⇒選択範囲ス⇒選択範囲をクリックし、右図のようにシミュレーション部位を点線化します。 
⑧ カラーツールのテクスチャ塗装テクスチャ塗装テクスチャ塗装テクスチャ塗装（定義済）（定義済）（定義済）（定義済）をクリックします。下図のようにシミュレーションされます。 
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⑩ 右図の色彩の統一（Ｏ）色彩の統一（Ｏ）色彩の統一（Ｏ）色彩の統一（Ｏ）をクリックすると、選択されている塗替色に対応して色相を自動調整します。 あとは彩度（Ａ）彩度（Ａ）彩度（Ａ）彩度（Ａ）、明度（Ｉ）明度（Ｉ）明度（Ｉ）明度（Ｉ）の各△△△△を適度にスライドして最適な色へ調整シミュレーションします。 

⑨ シミュレーション直後の範囲指定後、カラーツールの目視調整塗り目視調整塗り目視調整塗り目視調整塗りボタンをクリックすると、右図のウィンドウが表示されます。 

⑪ 右図のようにシミュレーションされます。 
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     目視調整目視調整目視調整目視調整塗塗塗塗りりりり    シミュレーション後の色調整ツールとして、また色が決定されていない場合に使用します。                 

① 塗装範囲指定後、カラーツールの目目目目視調整塗り視調整塗り視調整塗り視調整塗りボタンをクリックすると、右図のウィンドウが表示されます。 

② 右図の色彩の統一（Ｏ）色彩の統一（Ｏ）色彩の統一（Ｏ）色彩の統一（Ｏ）をクリックすると、選択されている塗替色に対応して色相を自動調整します。 あとは彩度（Ａ）彩度（Ａ）彩度（Ａ）彩度（Ａ）、明度（Ｉ）明度（Ｉ）明度（Ｉ）明度（Ｉ）の各△△△△を適度にスライドして最適な色へ調整シミュレーションします。 
③ シミュレーション確定したら、ＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックしてウィンドウを閉じます。 

④④④④    色の調整色の調整色の調整色の調整 
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    カラーシミュレーション後にカラーシミュレーション後にカラーシミュレーション後にカラーシミュレーション後に模様を模様を模様を模様を付ける付ける付ける付ける          塗替え直後、パスが点線化されている状態で、カラーツールの各テクスチャボタンを押下すると模様が現れます。  
  

 

砂岩状砂岩状砂岩状砂岩状テクスチャテクスチャテクスチャテクスチャ 塗替え直後、パスが点線化されている状態で砂岩砂岩砂岩砂岩状テクスチャ状テクスチャ状テクスチャ状テクスチャボタンをクリックします。 
 

キャンバス状キャンバス状キャンバス状キャンバス状テクスチャテクスチャテクスチャテクスチャ 塗替え直後、パスが点線化されている状態でキャンバスキャンバスキャンバスキャンバス状テクスチャ状テクスチャ状テクスチャ状テクスチャボタンをクリックします。 

麻袋状テクスチャ麻袋状テクスチャ麻袋状テクスチャ麻袋状テクスチャ 塗替え直後、パスが点線化されている状態で麻袋状テクスチャ麻袋状テクスチャ麻袋状テクスチャ麻袋状テクスチャボタンをクリックします。 
⑤⑤⑤⑤    模様付け模様付け模様付け模様付けシミュレーション 
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  名前を変更名前を変更名前を変更名前を変更してしてしてしてシミュレーション画像を保存シミュレーション画像を保存シミュレーション画像を保存シミュレーション画像を保存    メール送信提出は．ｊｐｇファイルなどブラウザで閲覧できるファイル形式で保存します。 ⑥⑥⑥⑥    シミュレーション画像の保存シミュレーション画像の保存シミュレーション画像の保存シミュレーション画像の保存 

① 上部メニューバーファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）→別名で保別名で保別名で保別名で保存（Ｖ）存（Ｖ）存（Ｖ）存（Ｖ）を選択します。右図のウィンドウが表示されます。保存する場所（Ｉ）保存する場所（Ｉ）保存する場所（Ｉ）保存する場所（Ｉ）の▼▼▼▼をドロップダウンしてドライブやフォルダを指定します。ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名（Ｎ）（Ｎ）（Ｎ）（Ｎ）に色番号など入れた新に名前を入力（右図では 20090709_E20090709_E20090709_E20090709_E75757575----85858585ＢＢＢＢ.jpg.jpg.jpg.jpg というファイル名）して保存（Ｓ）保存（Ｓ）保存（Ｓ）保存（Ｓ）ボタンをクリックして保存します。 
② 右図のウィンドウが表示されたら、ＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックします。なるべく撮影したままの高画質を維持するのであれば、画質（Ｏ）：１２画質（Ｏ）：１２画質（Ｏ）：１２画質（Ｏ）：１２    最高（低最高（低最高（低最高（低圧縮率）＝ファイル（大）圧縮率）＝ファイル（大）圧縮率）＝ファイル（大）圧縮率）＝ファイル（大）で保存するのが最適です。 
③ 右図のように保存されます。保存を確認するには、上部メニューバーファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）→開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）で上記①で保存したフォルダをたどり確認できます。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここでは、カラーシミュレーション後の 印刷提出向け編集操作について説明しています。 
 

 

 

編集編集編集編集編編編編 
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 ここではＰｈｏｔｏｓｈｏｐ上で、Ａ４用紙４パターンの画像を作成編集する手順について説明しています。Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ以外にも．ｊｐｇ（ジェーペグ、デジカメ撮影の画像）ファイルで保存していれば、ＥＸＣＥＬ等、他アプリケーションで編集することも可能です。   
 

【１】【１】【１】【１】編編編編        集集集集 

①①①①    出力台紙新規作成出力台紙新規作成出力台紙新規作成出力台紙新規作成    カラーツール：台紙Ａ４横（２７×１台紙Ａ４横（２７×１台紙Ａ４横（２７×１台紙Ａ４横（２７×１９センチ）作成９センチ）作成９センチ）作成９センチ）作成／台紙Ａ４縦（１９×２７センチ）作成台紙Ａ４縦（１９×２７センチ）作成台紙Ａ４縦（１９×２７センチ）作成台紙Ａ４縦（１９×２７センチ）作成    

②②②②    シミュレーション画像の編集シミュレーション画像の編集シミュレーション画像の編集シミュレーション画像の編集    

③③③③    画像サイズの調整画像サイズの調整画像サイズの調整画像サイズの調整    メニューバー：イメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）⇒画像解像度（Ｉ）画像解像度（Ｉ）画像解像度（Ｉ）画像解像度（Ｉ）／イメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）⇒カンバスサイズ（Ｓ）カンバスサイズ（Ｓ）カンバスサイズ（Ｓ）カンバスサイズ（Ｓ）／編集（Ｅ）編集（Ｅ）編集（Ｅ）編集（Ｅ）⇒コピーコピーコピーコピー／編集（Ｅ）編集（Ｅ）編集（Ｅ）編集（Ｅ）⇒ペーストペーストペーストペースト    
④④④④    画像画像画像画像のののの配置配置配置配置    メニューバー：レイヤーのよる画像合成処理 ツールボックス：移動移動移動移動ツールツールツールツール    

⑤⑤⑤⑤    文字入力文字入力文字入力文字入力    ツールボックス：文字ツール文字ツール文字ツール文字ツール    
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    ここでは、提出用画像を作成するための台紙の作成方法について説明しています。 カラーツールの台紙Ａ４横（台紙Ａ４横（台紙Ａ４横（台紙Ａ４横（22227777××××19191919 ｾﾝﾁ）作成ｾﾝﾁ）作成ｾﾝﾁ）作成ｾﾝﾁ）作成ボタンまたは台紙Ａ４縦（台紙Ａ４縦（台紙Ａ４縦（台紙Ａ４縦（19191919××××27272727 ｾﾝﾁ）作成ｾﾝﾁ）作成ｾﾝﾁ）作成ｾﾝﾁ）作成ボタンをクリックすると、下図のようにＡ４横またはＡ４縦サイズの出力にあった画像を自動作成します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①①①①    出力台紙新規作成出力台紙新規作成出力台紙新規作成出力台紙新規作成    
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                提出用画像の書式パターン提出用画像の書式パターン提出用画像の書式パターン提出用画像の書式パターン    下記の①～④は、その提案書のパターンで、Ａ４（２９．７cm×２１cm）の用紙サイズの場合です。用紙向き、画像掲載数によって、画像サイズを変更していきます。  （書式パターン）                 （用紙向き／掲載数） （画像サイズ） -------------------------------------------------------------------------------       ① ４分割           横 ／ ４  幅１２cm×高さ８cm     ② ３分割           縦 ／ ３  幅１２cm×高さ８cm       ③ ２分割        縦 ／ ２  幅1８cm×高さ１２cm       ④ 全表示         横 ／ １  幅２４cm×高さ１８cm    
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    ここでは、提出用画像に塗替えした画像を貼付けする操作について説明しています。 
    画像の切り取り⇒コピー⇒ペースト（貼り付け）画像の切り取り⇒コピー⇒ペースト（貼り付け）画像の切り取り⇒コピー⇒ペースト（貼り付け）画像の切り取り⇒コピー⇒ペースト（貼り付け）                     

 

②②②②    シミュレーション画像の編集シミュレーション画像の編集シミュレーション画像の編集シミュレーション画像の編集    

① 台紙画像へ配置する画像（コピー元）を手前に表示します。メニューより選択範囲（Ｓ）選択範囲（Ｓ）選択範囲（Ｓ）選択範囲（Ｓ）→すべて選すべて選すべて選すべて選択（Ａ）択（Ａ）択（Ａ）択（Ａ）をクリックします。右図のようにコピー元となる画像全体が点線で囲まれます。 メニューより編編編編集（Ｅ）集（Ｅ）集（Ｅ）集（Ｅ）→コピー（Ｃ）コピー（Ｃ）コピー（Ｃ）コピー（Ｃ）またはこの画像を消去するのであれば、切り取り（Ｃ）切り取り（Ｃ）切り取り（Ｃ）切り取り（Ｃ）を選択します。 または移動ツール移動ツール移動ツール移動ツールボタンをクリックし、元画像をドラッグしながら、コピーする画像まで移動しても同様の結果を得られます。 
② 新規画像を手前に表示します。このとき、新規画像のファイル名をクリックすると手前に表示されます。メニューより編集（Ｅ）編集（Ｅ）編集（Ｅ）編集（Ｅ）→ペースト（Ｐ）ペースト（Ｐ）ペースト（Ｐ）ペースト（Ｐ）をクリックします。新規画像にコピー元となる画像全体が貼り付けられます。 
③ レイヤーレイヤーレイヤーレイヤーウィンドウを参照すると、上記ウィンドウのように１つの画像のように見えますが、実際は背景背景背景背景＝提出用画像（台紙）にレイヤー１レイヤー１レイヤー１レイヤー１＝塗り替え済み画像（コピー元画像）が合成されています。 
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コピーした画像を新規画像から削除したいときはコピーした画像を新規画像から削除したいときはコピーした画像を新規画像から削除したいときはコピーした画像を新規画像から削除したいときは    左図のように提出用画像を作り、塗り替えした画像等を貼りつけた後に削除する場合     メニューバーのウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）→レイヤーの表示レイヤーの表示レイヤーの表示レイヤーの表示（Ｌ）（Ｌ）（Ｌ）（Ｌ）で右図のレイヤーウィンドウが表示させます。                                    
 

① 右図のウィンドウで削除したい画像のレイヤーをクリックして色反転させます。                           ② ウィンドウ右上の▼▼▼▼ΞΞΞΞをクリックすると、サブメニューが表示されます。 ③ レイヤーを削除レイヤーを削除レイヤーを削除レイヤーを削除を選択します。右図のように提出用画像（台紙）から選択したレイヤー１の塗り替え済み画像（コピー元画像）が削除されます。 
④ レイヤーレイヤーレイヤーレイヤーウィンドウを参照すると、右図のようにレイレイレイレイヤー１ヤー１ヤー１ヤー１が削除され、背景のみが残ります。 
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    画像解像度（１５０ｄｐｉ）と画像サイズ画像解像度（１５０ｄｐｉ）と画像サイズ画像解像度（１５０ｄｐｉ）と画像サイズ画像解像度（１５０ｄｐｉ）と画像サイズ  シミュレーション画像を出力提出する場合は出力用紙サイズに合わせ、画像サイズを設定する必要があります。 
 

 

 画像解像度とは・・・画像解像度とは・・・画像解像度とは・・・画像解像度とは・・・    
    解像度とはディスプレイ上の画像や出力機器等における表現能力の高さを表わすものです。多くはドット単位(dpi)またはピクセル単位(ppi)で表わします。画像解像度は、単位長当りの画素数のことです。画像解像度は、単位長当りの画素数のことです。画像解像度は、単位長当りの画素数のことです。画像解像度は、単位長当りの画素数のことです。画像解像度の単位は ppi=pixel per inch (１インチあたりの画素（ピクセル）数)です。数値が大きいほど（解像度が高い）細かい表現ができ、画像内のピクセル数が増えると、画像の細部まではっきりと現れ、色の境界もはっきりとして精度の高いシミュレーションが可能です。また、出力のときの画質を決定する大切な要因ともなりますが、使用するプリンタの最高出力解像度で画像を入力（スキャン）するにこしたことはないですが、逆に解像度が高すぎると、プリンタが必要とする以上の情報がファイルに含まれ、画像処理や印刷時間が長くなります。したがって、１５０ｄｐｉ～３００ｄｐｉの解像度で入力→処理→出力するのが最適１５０ｄｐｉ～３００ｄｐｉの解像度で入力→処理→出力するのが最適１５０ｄｐｉ～３００ｄｐｉの解像度で入力→処理→出力するのが最適１５０ｄｐｉ～３００ｄｐｉの解像度で入力→処理→出力するのが最適です。 

③③③③    画像のサイズ調整画像のサイズ調整画像のサイズ調整画像のサイズ調整 
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【１】【１】【１】【１】画像サイズを出力サイズに合わせて変更する画像サイズを出力サイズに合わせて変更する画像サイズを出力サイズに合わせて変更する画像サイズを出力サイズに合わせて変更する    シミュレーション画像を提出用台紙（Ａ４サイズ／４分割）で提出する場合の変更方法      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① シミュレーションする画像をディスプレイに表示し、カラーツールの画像画像画像画像解像度（解像度（解像度（解像度（150dpi150dpi150dpi150dpi））））ボタンをクリックして、右図のウィンドウが表示されます。このときドキュメントのサイズを確認します。 ●幅（Ｄ）、高さ（Ｇ）：●幅（Ｄ）、高さ（Ｇ）：●幅（Ｄ）、高さ（Ｇ）：●幅（Ｄ）、高さ（Ｇ）： ドキュメントの現在のサイズを表示しています。▼をクリックすると表示単位を変更することができます。とくに、出力用紙サイズよりこのサイズが大きい場合は調整する必要があります。 ●解像度（Ｒ）：●解像度（Ｒ）：●解像度（Ｒ）：●解像度（Ｒ）： プリントアウトしたものを提出する場合はこの設定を１５０～３００ｐｉｘｃｅｌ／ｉｎｃｈｉに設定を変更する必要があります。 
② 右上図の画像の場合、ドキュメントの幅、高さ共ほぼＡ４サイズなので、この場合は解像度のみ１５０１５０１５０１５０ｄｐｉに変更入力し、ＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックします。 
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 【２】さらに、用紙サイズ：Ａ４／４分割でプリントアウトする場合【２】さらに、用紙サイズ：Ａ４／４分割でプリントアウトする場合【２】さらに、用紙サイズ：Ａ４／４分割でプリントアウトする場合【２】さらに、用紙サイズ：Ａ４／４分割でプリントアウトする場合    
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

③ ドキュメントサイズはそのままに、解像度が１５０ｄｐｉの画像に変更され、Ａ４用紙サイズに収まるの④全表示④全表示④全表示④全表示の画像になります。 

上記④より、カラーツールの１２×８１２×８１２×８１２×８センチの画像サイズセンチの画像サイズセンチの画像サイズセンチの画像サイズへボタンをクリックします。 カラーツールの画像解像度（画像解像度（画像解像度（画像解像度（150dpi150dpi150dpi150dpi））））ボタンをクリックすると右図のドキュメントサイズに自動で変更されます。この段階ではＡ４の１／４サイズつまり、「提出用画像の書式パターン」でいうと①４分割①４分割①４分割①４分割の画像になります。 
 

 

 

 

 

   Ａ４縦／３分割のときは１８×１２１８×１２１８×１２１８×１２センチの画像サイズへセンチの画像サイズへセンチの画像サイズへセンチの画像サイズへボタンをクリックし、幅１８cm 高さ１２cm のへ変更します。  
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 画像サイズで使用する単位を一時的に変更する場合画像サイズで使用する単位を一時的に変更する場合画像サイズで使用する単位を一時的に変更する場合画像サイズで使用する単位を一時的に変更する場合 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    画像サイズで使用する基本単位の設定画像サイズで使用する基本単位の設定画像サイズで使用する基本単位の設定画像サイズで使用する基本単位の設定    
    

●●●●画像画像画像画像のサイズ（幅（Ｄ）、高さ（Ｇ））をあらわす単位のサイズ（幅（Ｄ）、高さ（Ｇ））をあらわす単位のサイズ（幅（Ｄ）、高さ（Ｇ））をあらわす単位のサイズ（幅（Ｄ）、高さ（Ｇ））をあらわす単位 主にｃｍｃｍｃｍｃｍまたはｍｍｍｍｍｍｍｍを使用します。カラーツールの画像解画像解画像解画像解像度（像度（像度（像度（150dpi150dpi150dpi150dpi））））ボタンをクリックすると表示されるウィンドウのドキュメントサイズで▼をクリックして変更できます。 
●解像度（Ｒ）をあらわす単位●解像度（Ｒ）をあらわす単位●解像度（Ｒ）をあらわす単位●解像度（Ｒ）をあらわす単位 pixelpixelpixelpixel／／／／inchinchinchinch を使用します。  
メニューバーの編集（Ｅ）編集（Ｅ）編集（Ｅ）編集（Ｅ）→環環環環境設定（Ｎ）境設定（Ｎ）境設定（Ｎ）境設定（Ｎ）→単位・定規（Ｕ）単位・定規（Ｕ）単位・定規（Ｕ）単位・定規（Ｕ）で下図のウィンドウが表示されます。定規（Ｒ）定規（Ｒ）定規（Ｒ）定規（Ｒ）で設定している単位がＰｈｏｔｏｓｈｏｐ内で表示される全画像ファイルの単位の基準となっています。基準単位を変更するには▼▼▼▼をクリックして変更し、ＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックして確定します。 
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    【３】幅（Ｄ）、高さ（Ｇ）を手動で変更する場合【３】幅（Ｄ）、高さ（Ｇ）を手動で変更する場合【３】幅（Ｄ）、高さ（Ｇ）を手動で変更する場合【３】幅（Ｄ）、高さ（Ｇ）を手動で変更する場合    「提出用画像の書式パターン」以外の大きさを任意に設定する場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        画像サイズの変更には定規機能を利用する！画像サイズの変更には定規機能を利用する！画像サイズの変更には定規機能を利用する！画像サイズの変更には定規機能を利用する！    
 

① カラーツールより画像解像画像解像画像解像画像解像度（度（度（度（150dpi150dpi150dpi150dpi））））ボタンをクリックし上図ウィンドウを表示します。     縦横比を固定（Ｃ）縦横比を固定（Ｃ）縦横比を固定（Ｃ）縦横比を固定（Ｃ）にチェックをすると、幅（Ｄ）または高さ（Ｇ）のいずれかを指定した数値（サイズ）を入力すると、いずれかを比例した数値に自動計算してサイズを設定してくれます。したがって、画像が偏って伸縮しないので便利です。 ② 右図のウィンドウで直接幅幅幅幅（Ｄ）（Ｄ）（Ｄ）（Ｄ）、高さ（Ｇ）高さ（Ｇ）高さ（Ｇ）高さ（Ｇ）を入力して変更します。 ③ ＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックすると指定した画像サイズへ変更されます。 
メニューバーの ビュービュービュービュー（Ｖ）（Ｖ）（Ｖ）（Ｖ）→定規（Ｒ）定規（Ｒ）定規（Ｒ）定規（Ｒ）を選択すると表示される画像のウィンドウの上部と左端に定規が表示されます。画像のサイズを変更や、不要部分の削除にはこの定規機能を利用すると便利です。 
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不要な箇所を切り取るには・・・不要な箇所を切り取るには・・・不要な箇所を切り取るには・・・不要な箇所を切り取るには・・・    画像解像度はそのままで不要な箇所を削除したい場合    
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① メニューバーのイメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）→カンバスカンバスカンバスカンバスサイズ（Ｓ）サイズ（Ｓ）サイズ（Ｓ）サイズ（Ｓ）または画像サイズ（Ｓ）画像サイズ（Ｓ）画像サイズ（Ｓ）画像サイズ（Ｓ）選択し、右図のウィンドウを表示します。 ② 上図の場合、高さはそのままに幅だけ削除するので、残しておく画像サイズを１１１１３３３３．．．．５５５５５５５５（ｃｍ）と入力します。 ③ 上図より、右端約５ｃｍを削除するので基準位置は←←←←をクリックします。    この基準位置は残す画像の部分を指定します。 ④ ＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックします。 
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        基準位置の見方基準位置の見方基準位置の見方基準位置の見方    
 メニューバーのイメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）→カンバスサイズ（Ｓ）カンバスサイズ（Ｓ）カンバスサイズ（Ｓ）カンバスサイズ（Ｓ）または画像サイズ（Ｓ）画像サイズ（Ｓ）画像サイズ（Ｓ）画像サイズ（Ｓ）ので表示されるウィンドウの基準位置は下図のように画像を９分割した場合、中心部分⑤を基準に残す画像の部分を指定します。 前ページの例では高さ（Ｇ）はそのまま高さ（Ｇ）はそのまま高さ（Ｇ）はそのまま高さ（Ｇ）はそのままに、右端の幅（Ｄ）５ｃｍを削除したい右端の幅（Ｄ）５ｃｍを削除したい右端の幅（Ｄ）５ｃｍを削除したい右端の幅（Ｄ）５ｃｍを削除したいので、現在の幅（Ｄ）２２ｃｍ－５ｃｍ＝１８．５１８．５１８．５１８．５ｃｍが幅（Ｄ）の数値となります。また、下図のように建物は左側にあるので、基準位置（残しておきたい画像の部分）はこの場合④の部分になるので、④の部分を指定します。 

 

⑤ 指定した部分が切り取られた画像へ変更されます。 
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                             画像の配置画像の配置画像の配置画像の配置       Photoshop のレイヤー機能を使って、提出用画像（台紙）にシミュレーション画像を配置します。                   

① 提出用画像（台紙）に貼り付けた画像はウィンドウの中央に配置されます。移動するレイヤー名をクリックして右図のように反転させます。 

③ マウスを放すと、右図のように配置されます。 

② ツールボックスの移動移動移動移動ツールをクリックし、移動ツールモードにし右図のように貼り付けた画像をクリックしながら、赤矢印の方向へドラッグします。ドラッグ中は画像が追従します。 

④④④④    画像の配置画像の配置画像の配置画像の配置 



COMPAS-色彩工房 ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ  

 

80

   
⑤ 他の画像も同様に、画像サイズを整えた後、①～③の手順で行い、移動移動移動移動ツールを使って、右図のような配置ができます。 

④ 右図のレイヤーウィンドウも①の配置から移動して表示されます。 

⑥ レイヤーウィンドウを参照すると右図のように背景の上に各画像が合成され表示されます。これ以降の変更等がなければウィンドウの右端の▼▼▼▼ΞΞΞΞをクリックし、ポップアップメニューの画画画画像の統合（Ｆ）像の統合（Ｆ）像の統合（Ｆ）像の統合（Ｆ）で背景画像に統合することができます。 
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    ここでは画像への文字入力について説明をしています。ツールボックスの文字文字文字文字ツールをクリックし、文字ツールモードにします。 
     文字文字文字文字ツールの設定はメニューバーのウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）⇒文字文字文字文字をクリックすると、下図のウィンドウが表示され入力文字の修飾が行えます。 

    

⑤⑤⑤⑤    文字入力文字入力文字入力文字入力    
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 ① フォント ▼をドロップダウンしてフォントに変更ができます。 ② フォント修飾 そのフォントが持っている書体（太字＝Ｂｏｌｄ、斜体＝Ｉｔａｌｉｃ・・・）－の表示の場合は変更不可。とくに日本語対応フォントは変更できませんので、⑧で行います。 ③ 文字サイズ ▼をドロップダウンしてサイズ変更するか、直接数値入力して変更します。 ④ フォント高さ １００％を標準として、％で数値設定します。 ⑤ フォント幅 １００％を標準として、％で数値設定します。 ⑥ フォントカラー パレットをダブルクリックするとカラーピッカーが表示され、任意の色を選択できます。 ⑦ 行間 ▼をドロップダウンしてサイズ変更するか、直接数値入力して変更します。 ⑧ 文字文字文字文字ツールサブメニュー 文字修飾メニューが表示されます。 ⑨ 段落段落段落段落タブ  ⑩ 左寄せ／センタリング左寄せ／センタリング左寄せ／センタリング左寄せ／センタリング／右／右／右／右寄せ寄せ寄せ寄せ いずれかをクリックして選択します。 
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   【１】入力箇所の位置をきめる【１】入力箇所の位置をきめる【１】入力箇所の位置をきめる【１】入力箇所の位置をきめる        その画像の上で文字入力したいところをクリックします。                                                【２】文字入力【２】文字入力【２】文字入力【２】文字入力     入力箇所の位置決めができたら、文字入力です。        

① ツールボックスの文字文字文字文字ツールをクリックし、文字ツール文字ツール文字ツール文字ツールモードにします。画像の上で文字入力したいところをクリックすると、右図のようにカーソルが表示され点滅します。 
② 右図のレイヤーウィンドウをメニューバーのウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）⇒レイヤーレイヤーレイヤーレイヤーで表示します。右図のようにレイヤー１レイヤー１レイヤー１レイヤー１として文字データを新規作成します。       この前にシミュレーション画像をコピー＆ペーストしてレイヤーが複数ある場合は、レイヤー２・・・という名前で作成されます。 

① カーソルが点滅したところで、直接画像の上で文字を入力します。 
② カーソルが点滅したところで、直接画像の上で文字を入力します。漢字変換する場合はスペーススペーススペーススペースで変換し、ＥｎｔｅｒＥｎｔｅｒＥｎｔｅｒＥｎｔｅｒキーを押し確定します。 
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                    【【【【３３３３】】】】    文字入力の確定文字入力の確定文字入力の確定文字入力の確定    文字入力、フォントサイズ、文字色、全てがＯＫであれば確定処理です。① 文字入力確定するには、ツールボックスの移動移動移動移動ツールなどをクリックして文字ツールモードを解除します。解除すると、レイヤーウィンドウに入力した文字が追加されます。文字入力が確定されます。 
② 確定後、文字を囲むように□（バウンディングボックス）が表示されますが、これを解除するには上部の移動ツールメニューのバウンディングボックスをバウンディングボックスをバウンディングボックスをバウンディングボックスを表示表示表示表示の☑をクリックして解除します。 
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【４－１】文字カラーの変更【４－１】文字カラーの変更【４－１】文字カラーの変更【４－１】文字カラーの変更        文字入力直後（レイヤー）の場合であれば文字サイズ、文字修飾、文字色の変更ができます。                   

① ツールボックスの文字文字文字文字ツールをクリックし文字ツール文字ツール文字ツール文字ツールモードにします。 ② レイヤーウィンドウの中から、現況現況現況現況レイヤーをクリックして反転します。 
③ 右図の文字ウィンドウをメニューバーのウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）⇒文字文字文字文字で表示します。文字ウィンドウのカラーカラーカラーカラーが文字入力するときの色になります。初期表示はツールボックスの塗替色です。    文字色を黒にする場合は、下図のテキストカラーウィンドウでＲＧＢの数値全て０（ゼロ）０（ゼロ）０（ゼロ）０（ゼロ）で入力すると、黒文字で表示印字されます。 

④ 上図の文字ウィンドウのカラーカラーカラーカラーをダブルクリックすると右図のウィンドウが表示され、クリックしたところの色がテキストカラーとなり、入力した文字と文字ウィンドウのカラーが連動して変更されます。確定するにはＯＯＯＯＫＫＫＫボタンをクリックします。 
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【４－２】文字サイズの変更【４－２】文字サイズの変更【４－２】文字サイズの変更【４－２】文字サイズの変更        文字入力直後（レイヤー）の場合であれば文字サイズ、文字修飾、文字色の変更ができます。                   

① ツールボックスの文字文字文字文字ツールをクリックし文字ツール文字ツール文字ツール文字ツールモードにします。 ② レイヤーウィンドウの中から、現況現況現況現況レイヤーをクリックして反転します。 
③ 文字ウィンドウを開き、フォントサイズの▼をクリックすると、６～７２ｐｔ６～７２ｐｔ６～７２ｐｔ６～７２ｐｔまでクリック選択できます。右図では１２ｐｔ１２ｐｔ１２ｐｔ１２ｐｔを選択し、選択すると画像で入力した文字が連動して１２ｐｔ１２ｐｔ１２ｐｔ１２ｐｔの表示に変わります。  ※単位 ｐｔ＝ポイント 
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【４－３】文字修飾【４－３】文字修飾【４－３】文字修飾【４－３】文字修飾        入力した文字を太字太字太字太字などに変更できます。                   

① ツールボックスの文字文字文字文字ツールをクリックし文字ツール文字ツール文字ツール文字ツールモードにします。 ② レイヤーウィンドウの中から、現況現況現況現況レイヤーをクリックして反転します。 
③ 文字ウィンドウの右端の▼▼▼▼ΞΞΞΞをクリックし、サブメニューの太字（Ｘ）太字（Ｘ）太字（Ｘ）太字（Ｘ）をクリックします。 ④ 選択した画像の中の文字が連動して太字表示に変わります。 
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文字の変更／文字の変更／文字の変更／文字の変更／修正修正修正修正    文字のカラー、サイズ、修飾がうまく変更されない場合など    ① ツールボックスの文字文字文字文字ツールをクリックし文字ツール文字ツール文字ツール文字ツールモードでレイヤーウィンドウの中から、現況現況現況現況レイヤーをクリックして反転します。 

② 文字の上までカーソルをもっていくと文字入力のカーソル表示に変わります。このときに文字をドラッグしながら反転させ、文字カラー、サイズ、修正などを行います。 
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【５】文字を非表示にする【５】文字を非表示にする【５】文字を非表示にする【５】文字を非表示にする        入力した文字を表示させたくない場合。                    【６】文字を消去する【６】文字を消去する【６】文字を消去する【６】文字を消去する        入力した文字を削除する場合。         

右図のレイヤーウィンドウで、現況現況現況現況レイヤーの赤枠部分の目をクリックして消します。画像の文字も消えます。 再度、表示させたいときはこの部分をクリックして、目を表示すると文字が表示されます。 

① 右図のレイヤーウィンドウで、現況現況現況現況レイヤーをクリックして反転させ、下のゴミ箱アイコンをクリックします。 
② 右図のメッセージが表示され、はいはいはいはい（Ｙ）（Ｙ）（Ｙ）（Ｙ）ボタンをクリックすると、文字がレイヤーから消去され、画像からも消えます。 
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 提出用画像の保存提出用画像の保存提出用画像の保存提出用画像の保存    提出用画像が完成したら、別名で保存別名で保存別名で保存別名で保存ボタンで最終提出用画像として保存・管理しておきます。     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥⑥⑥⑥    画像の保存画像の保存画像の保存画像の保存 

① カラーツールの別名で保存別名で保存別名で保存別名で保存ボタンをクリックします。 ② 右図のウィンドウが表示され、保存する場所（ドライブまたはフォルダ）を指定します。ファイル名（Ｎ）：ファイル名（Ｎ）：ファイル名（Ｎ）：ファイル名（Ｎ）：シートにファイル名を入力し、保存（Ｓ）保存（Ｓ）保存（Ｓ）保存（Ｓ）ボタンをクリックします。 
 新規画像作成のときに、ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名（Ｎ）：（Ｎ）：（Ｎ）：（Ｎ）：シートにファイル名を付けて提出用画像の編集を行ったときは、保存する場所（ドライブまたはフォルダ）を指定し、保存（Ｓ）保存（Ｓ）保存（Ｓ）保存（Ｓ）ボタンをクリックします。 ③ 画像ファイル名がグリーンマンション４分グリーンマンション４分グリーンマンション４分グリーンマンション４分割．ｐｓｄ割．ｐｓｄ割．ｐｓｄ割．ｐｓｄで保存されます。 
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     シミュレーション画像の出力シミュレーション画像の出力シミュレーション画像の出力シミュレーション画像の出力    プリンタの詳細カラー設定については印刷設定編をお読みください。 
 

 

 

 

 

 

 

                                                                         次のメッセージが表示されたときは・・・次のメッセージが表示されたときは・・・次のメッセージが表示されたときは・・・次のメッセージが表示されたときは・・・    
           

【【【【２２２２】印刷】印刷】印刷】印刷 

プレビューで参照して用紙に収まっているにもかかわらず右のメッセージが表示される場合は、ＯＫＯＫＯＫＯＫボタン後、そのまま続行続行続行続行ボタンをクリックすると、印刷が実行されます。 

① メニューのファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）→プリント（Ｐ）プリント（Ｐ）プリント（Ｐ）プリント（Ｐ）をクリックします。右図のウィンドウが表示されます。さらに使用するプリンタを選択します。 ② 使用するプリンタを選択後、プロパティ（Ｐ）プロパティ（Ｐ）プロパティ（Ｐ）プロパティ（Ｐ）ボタンをクリックすると、用紙などに合わせた詳細な印刷設定が行えますので、プリンタのマニュアルをお読みください。 ③ 詳細設定後、またはこのウィンドウでＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックすると、印刷が実行されます。 



 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    ここではカラーシミュレーション操作の一連の流れである、 ソフト起動⇒マスキング⇒色指定⇒シミュレーション⇒出力編集 について説明しています。 最終段階の印刷については印刷設定編をお読みください。 本編は以下の条件で説明しています。 ● ＯＳ：Ｗｉｎｄｏｗｓ®７ ● 基本画像ソフト：ＡｄｏｂｅＰｈｏｔｏｓｈｏｐＣＳ６ ● 色彩工房カラーツールver4.0日塗工色見本Ｅ版 
 

 

 

①①①① ＰｈｏｔｏｓｈｏｐをＰｈｏｔｏｓｈｏｐをＰｈｏｔｏｓｈｏｐをＰｈｏｔｏｓｈｏｐを起動起動起動起動するするするする    

②②②② 画像を開く画像を開く画像を開く画像を開く    

③③③③ マスキングマスキングマスキングマスキング    

④④④④ マスキング部位の保存マスキング部位の保存マスキング部位の保存マスキング部位の保存    

⑤⑤⑤⑤ 汚れ除去（下地処理）汚れ除去（下地処理）汚れ除去（下地処理）汚れ除去（下地処理）    

⑥⑥⑥⑥ 原画保存原画保存原画保存原画保存    

⑦⑦⑦⑦ 塗り替え色選択塗り替え色選択塗り替え色選択塗り替え色選択    

⑧⑧⑧⑧ カラーシミュレーションカラーシミュレーションカラーシミュレーションカラーシミュレーション１１１１    

⑨⑨⑨⑨ シミュレーション画像保存シミュレーション画像保存シミュレーション画像保存シミュレーション画像保存    

⑩⑩⑩⑩ カラーシミュレーション２カラーシミュレーション２カラーシミュレーション２カラーシミュレーション２    

⑪⑪⑪⑪ Ａ４横４分割のＡ４横４分割のＡ４横４分割のＡ４横４分割の出力出力出力出力編集編集編集編集    

操作実例編操作実例編操作実例編操作実例編    
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      基本画像ソフト基本画像ソフト基本画像ソフト基本画像ソフト    ＡｄｏｂｅＡｄｏｂｅＡｄｏｂｅＡｄｏｂｅ®®®®    ＰｈｏｔｏｓｈｏｐＰｈｏｔｏｓｈｏｐＰｈｏｔｏｓｈｏｐＰｈｏｔｏｓｈｏｐ®®®®    のののの起動起動起動起動    
 

 

 

 

 

 

 

 

①①①①Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐを起動するＰｈｏｔｏｓｈｏｐを起動するＰｈｏｔｏｓｈｏｐを起動するＰｈｏｔｏｓｈｏｐを起動する    

① WindowsWindowsWindowsWindowsスタートスタートスタートスタートボタン⇒すべてのプログラム⇒PhotoshopPhotoshopPhotoshopPhotoshopをクリックして、Photoshop を起動します。 
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 現場画像を開く現場画像を開く現場画像を開く現場画像を開く  デジカメで撮影した現場画像をあらかじめハードディスクに保存した場合の画像の開き方 
 ① メニューバーよりファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）→開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）をクリックし、右図のウィンドウが表示されたら、デジカメから保存したファイルが格納されているフォルダを指定します。 

 ② 表示したい画像をクリックします。 ③ 下のファイル名にそのファイル名が表示されます。 ④ 開く開く開く開く（（（（ＯＯＯＯ））））ボタンをクリックします。 

②画像を開く②画像を開く②画像を開く②画像を開く 

⑤ 右図のように選択した現場画像が表示されます。 
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  「外壁」をマスキングする「外壁」をマスキングする「外壁」をマスキングする「外壁」をマスキングする 本機種の場合またはそれに近い機種の場合は以下の設定で色調整できます。 
 

 

 

③マスキング③マスキング③マスキング③マスキング 

① ツールボックスより、多角形ツ多角形ツ多角形ツ多角形ツールールールールを選択します。多角形ツールが表示されない場合はこの部分をこの部分をこの部分をこの部分を長押しする長押しする長押しする長押しすると各ツール名が表示され、多角形ツール多角形ツール多角形ツール多角形ツールを選択できます。 ② 右図よりａａａａの位置を開始点としてクリックし、マウスを矢印の方向へ移動します。マウス移動中は画像に線が引かれます。ｂｂｂｂの位置でクリックし、切り替えしてｃｃｃｃの位置へマウスを移動します。 
③ さらに、ｃｃｃｃの位置から継続して折り返し部分でクリックし、右図の矢印の方向へマウスを移動し、最終的にａａａａの開始点へ戻ると、右図のように画像内に引かれた線が点線表示に変わります。 
     マスキング途中で１つ前のポイントに戻る場合は、ＤｅｌｅｔｅＤｅｌｅｔｅＤｅｌｅｔｅＤｅｌｅｔｅキー１回押します。 
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④ 電柱を挟み、右側の外壁部分もマスキングに追加する場合は、③の点線表示の状態のまま、キーボードのｓｈｉｆｔｓｈｉｆｔｓｈｉｆｔｓｈｉｆｔキーを押しながら開始位置を決め、折り返し部分クリックしながら、開始位置までマウスを移動して戻ります。開始点まで戻ると同様に点線表示になります。 
⑤ 上記④と同様にキーボードのｓｓｓｓｈｉｆｔｈｉｆｔｈｉｆｔｈｉｆｔキーを押しながら、開始点を決め折り返し部分でクリックしながら、開始点まで戻ると同様に点線表示になります。 
 

⑥ 右図で電気メータなどの塗装不要箇所などの除外は、キーボードのＡｌｔキーを押しながら、上記①～③のようにクリックして不要箇所部分を範囲指定します。 （右図のように青四角のところです。開始点を決め、折り返し部分でクリックし、開始点まで戻りクリックすると、点線で囲まれます。） 
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⑦ 外壁部位で、同一色で塗り替えする部分を全てマスキングすると右図のように点線で表示されます。 ■線＝マスキング（塗り替え対象） ■線＝マスキング除外（塗り替えしない部分） 
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    【１】パスウィンドウの表示【１】パスウィンドウの表示【１】パスウィンドウの表示【１】パスウィンドウの表示 カラーシミュレーションを効率的に処理するため、部位毎のマスキングを保存します。その保存ウィンドウの表示。 

 

 

 

 

 

 

 カラーツールはウィンドウ内に表示カラーツールはウィンドウ内に表示カラーツールはウィンドウ内に表示カラーツールはウィンドウ内に表示されされされされてますか？てますか？てますか？てますか？

④マスキング部位の保存④マスキング部位の保存④マスキング部位の保存④マスキング部位の保存 

Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐの上部メニューのウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）を選択します。 サブメニューが表示され、パスパスパスパスを選択するとパスウィンドウが表示されます。（上図①～③の手順） 
マスキング後は右図の色彩工房カラーツールを中心に使用します。ウィンドウ内に表示されていない場合は、ユーザーズマニュアル準備編「カラーツール」を参照してウィンドウに表示します。 
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【２】外壁マスキングの保存【２】外壁マスキングの保存【２】外壁マスキングの保存【２】外壁マスキングの保存 前章でマスキングした「外壁」をパスウィンドウに登録します。 
 ① 右図のように点線で表示されたマスキング部位（外壁）を保存します。  

② 右図のカラーツールの選択範囲選択範囲選択範囲選択範囲→パパパパス登録（マスク）ス登録（マスク）ス登録（マスク）ス登録（マスク）を選択します。 

③ 右図のパスウィンドウにパス１パス１パス１パス１という名前でマスキングした部位が登録保存されます。 



COMPAS-色彩工房 ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ 操作実例編 

 

100 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

⑤ パス登録後は自動的に右図のようにパス１パス１パス１パス１などのように名前がつけられます。これではどこの部位のマスキングか複数マスキングができた場合は不明なので、分かりやすく名前を変更入力することができます。 右図のようにパス１パス１パス１パス１と表示されている部位をダブルクリックダブルクリックダブルクリックダブルクリックすると、右図のように文字が反転します。この反転している部分をさらにクリックして、カーソルを表示させ、直接入力して外壁外壁外壁外壁へ変更します。 

 

④ マスキングした部位が登録保存されると、画像の中のマスキング部位は線表示に変わります。 

⑥ 次の部位をマスキングするには次の部位をマスキングするには次の部位をマスキングするには次の部位をマスキングするには、、、、外壁部位のマスキング登録直後はそのパス名が右図のように青く反転しています。この状態で次の部位のマスキングを開始すると、外壁部位に追加されることになります。 したがって、必ず次に部位のマスキングを開始する前は、右図のように登録部位下のグレーの部分をクリックます。右下図のように反転が解除されます。 
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⑦ 次の部位（屋根）も前章の要領でマスキング後、部位の保存で下図のようにパス登録します。 
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    外壁外壁外壁外壁の汚れ除去の汚れ除去の汚れ除去の汚れ除去 下図の赤枠内の汚れを除去します。 
 

① ツールボックスより左上の長方形ツー長方形ツー長方形ツー長方形ツールルルルを選択し、長方形ツールモードにします。 
② 右図の■のあたりをクリックし、矢印の方向へマウスを移動し、汚れを点線で囲みます。 
      同一の汚れ部分はＡＡＡＡ．ＢＢＢＢのように２箇所いっぺんに指定することも可能です。その際、ＡＡＡＡの箇所を指定した後、ｓｓｓｓｈｉｆｔｈｉｆｔｈｉｆｔｈｉｆｔキーを押しながら、ＢＢＢＢの箇所を指定します。 

⑤汚れ除去（下地処理）⑤汚れ除去（下地処理）⑤汚れ除去（下地処理）⑤汚れ除去（下地処理） 
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③ 右図のカラーツールで汚れ除去（電柱汚れ除去（電柱汚れ除去（電柱汚れ除去（電柱／電線の消去）／電線の消去）／電線の消去）／電線の消去）をクリックします。 
④ 右図のように汚れが消去または薄くなります。さらに汚れの酷い場合は、２回もしくは複数回汚れ除去（電柱／汚れ除去（電柱／汚れ除去（電柱／汚れ除去（電柱／電線の消電線の消電線の消電線の消去）去）去）去）をクリックすることで、汚れが他の部分と中和され薄くなります。 
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屋根の汚れ除去屋根の汚れ除去屋根の汚れ除去屋根の汚れ除去 下図の赤枠内の汚れを除去します。 

 

① 屋根のマスキングパスをクリックします。 
② 右図のカラーツールで登録パス→選登録パス→選登録パス→選登録パス→選択範囲択範囲択範囲択範囲をクリックします。 下図のように、屋根のマスキング部位が点線で表示されます。 
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③ 右図のように汚れ部分の酷いところの色を拾います。 ａａａａ．ツールボックスのスポイトツールスポイトツールスポイトツールスポイトツールをクリックし、スポイトツールスポイトツールスポイトツールスポイトツールモードにします。 ｂｂｂｂ．汚れのひどい部分をクリックします。 ｃｃｃｃ．ツールボックスの塗り替え色パレット塗り替え色パレット塗り替え色パレット塗り替え色パレットにｂｂｂｂ．でクリックしたと部分の色が表示されます。 
④ 右図のカラーツールで透過（５０％塗透過（５０％塗透過（５０％塗透過（５０％塗り）り）り）り）をクリックします。 下図のように、屋根の汚れ部分が薄くなります。 さらに汚れの酷い場合は、２回もしくは複数回透過（５０％塗り）透過（５０％塗り）透過（５０％塗り）透過（５０％塗り）をクリックするか、有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装有彩色への塗装などのツールを使用することで、汚れが他の部分と中和され薄くなります 
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    マスキングマスキングマスキングマスキング＋＋＋＋汚れ除去した汚れ除去した汚れ除去した汚れ除去した済みの現場済みの現場済みの現場済みの現場画像を保存画像を保存画像を保存画像を保存 この保存がカラーシミュレーションを合理的に処理するコツ！保存は２通りあり、必要に応じ選択してください。 

 

 

⑥原画保存⑥原画保存⑥原画保存⑥原画保存 

【１】上書き保存【１】上書き保存【１】上書き保存【１】上書き保存 右図のＰＩＣＴ７０４１．ｊｐｇＰＩＣＴ７０４１．ｊｐｇＰＩＣＴ７０４１．ｊｐｇＰＩＣＴ７０４１．ｊｐｇはデジカメで自動的に付けられたファイル名です。これにそのまま上書きするには、上部メニューバーファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）→保存（Ｓ）保存（Ｓ）保存（Ｓ）保存（Ｓ）を選択します。      ファイル名の後の．ｊｐｇ．ｊｐｇ．ｊｐｇ．ｊｐｇ（拡張子＝ジェーペグフ     ァイル）はデジカメ画像撮影の標準型ファイル拡張子です。 
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【２】別名で保存【２】別名で保存【２】別名で保存【２】別名で保存    ① 上部メニューバーファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）→別名別名別名別名で保存で保存で保存で保存（（（（ＶＶＶＶ））））を選択します。右図のウィンドウが表示されます。保存する場所（Ｉ）保存する場所（Ｉ）保存する場所（Ｉ）保存する場所（Ｉ）の▼▼▼▼をドロップダウンしてドライブやフォルダを指定し、ファイル名（Ｎ）ファイル名（Ｎ）ファイル名（Ｎ）ファイル名（Ｎ）に新に名前を入力して保存保存保存保存（Ｓ）（Ｓ）（Ｓ）（Ｓ）ボタンをクリックして保存されます。     拡張子．ｊｐｇ．ｊｐｇ．ｊｐｇ．ｊｐｇ以外のファイル形式  に変更するにはファイル形式（Ｆ）ファイル形式（Ｆ）ファイル形式（Ｆ）ファイル形式（Ｆ）の▼（緑○）▼（緑○）▼（緑○）▼（緑○）をドロップダウンすると．ｐｓｄ．ｐｓｄ．ｐｓｄ．ｐｓｄ（Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ標準ファイル形式）、．ｂｍｐ．ｂｍｐ．ｂｍｐ．ｂｍｐ（ビットマップ）、．ｇｉｆ．ｇｉｆ．ｇｉｆ．ｇｉｆ（ジフ）などの汎用ファイル形式に変更保存も可能です。 ② 右図のウィンドウが表示されたら、ＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックします。 
     なるべく画質を劣化させずにするには緑枠の画質（Ｏ）画質（Ｏ）画質（Ｏ）画質（Ｏ）を１２１２１２１２＝最高（低圧縮率）最高（低圧縮率）最高（低圧縮率）最高（低圧縮率）＝ファイル（大）ファイル（大）ファイル（大）ファイル（大）を選択します。 
③ 右図のように保存されます。保存を確認するには、上部メニューバーファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）→開く開く開く開く（（（（ＯＯＯＯ））））で上記①で保存したフォルダをたどり確認できます。  
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 日塗工色見本日塗工色見本日塗工色見本日塗工色見本    Ｅ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０Ｐ    を選択するを選択するを選択するを選択する 色彩工房の起動時に日塗工色見本Ｅ版が表示されます。そのパレットより選択する方法 
 

⑦塗り替え色選択⑦塗り替え色選択⑦塗り替え色選択⑦塗り替え色選択 

① 右図のように、色見本の型番が見づらいときは、最初にツールボックスのズームツズームツズームツズームツールールールールでその型番付近をクリックして文字が読めるところまで表示拡大（右図緑枠）します。  

② 次にツールボックスのスポイトツスポイトツスポイトツスポイトツーーーールルルルでＥ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０Ｐの文字の下の色の部分（赤枠）付近をクリックします。 
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③ クリックした色の部分Ｅ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０Ｐが塗替え色パレットに表示されます。 
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    塗替え対象の画像に切り替え表示する塗替え対象の画像に切り替え表示する塗替え対象の画像に切り替え表示する塗替え対象の画像に切り替え表示する この操作は複数画面が表示されているときによく行う操作になります。 
⑧カラーシミュレーション１⑧カラーシミュレーション１⑧カラーシミュレーション１⑧カラーシミュレーション１ 

上図より、現在選択されている画像が日塗工色見本で手前に表示され、上部のファイル名が青色表示になっています。一方、後ろに隠れているのが塗替え対象の画像（緑表示）です。 シミュレーション対象となるのは後者なのでその画像の上のファイル名が表示されている部分をクリックすると手前に表示され、上部のファイル名が下図のように青色表示になり、処理対象画像に切り替わります。その場所での作業がしづらい場合は、下図のファイル名部分をクリックしながらマウスドラッグして作業しやすいエリアまで移動します。 
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【こんなこともできます！】【こんなこともできます！】【こんなこともできます！】【こんなこともできます！】複数の画像を並べて表示する複数の画像を並べて表示する複数の画像を並べて表示する複数の画像を並べて表示する 必要に応じて操作してください。 上部メニューバーよりウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）ウィンドウ（Ｗ）→アレンジ（Ａ）アレンジ（Ａ）アレンジ（Ａ）アレンジ（Ａ）にあるいずれかのメニューは使用ディスプレイの表示サイズおよび現在表示しているソフトウェアのワークスペースに合わせて利用できます。 
●重ねて重ねて重ねて重ねて表示（表示（表示（表示（ＤＤＤＤ））））の場合 ●横に並べて表示（Ｖ）横に並べて表示（Ｖ）横に並べて表示（Ｖ）横に並べて表示（Ｖ）の場合 

●縦縦縦縦に並べて表示（に並べて表示（に並べて表示（に並べて表示（ＨＨＨＨ））））の場合 
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Ｅ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０Ｐ    で外壁を塗替え選択するで外壁を塗替え選択するで外壁を塗替え選択するで外壁を塗替え選択する パスパスパスパスウィンドウ、色彩工房カラーツール色彩工房カラーツール色彩工房カラーツール色彩工房カラーツール（＝アクションアクションアクションアクションウィンドウ）を表示準備しておきます。 ① パスパスパスパスウィンドウより、パスパスパスパスタグをクリックし、外壁外壁外壁外壁を選択します。下図のように線で外壁のマスキング部分が表示されます。  

② カラーツールカラーツールカラーツールカラーツールより、アクションアクションアクションアクションタグをクリックし、登録パス→選択範囲登録パス→選択範囲登録パス→選択範囲登録パス→選択範囲を選択します。下図のように点線で外壁のマスキング部分が表示されます。  
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    【こんなこともできます！】【こんなこともできます！】【こんなこともできます！】【こんなこともできます！】色の微調整色の微調整色の微調整色の微調整            Ｅ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０Ｐ ⇒ グレーグレーグレーグレー（近似色（近似色（近似色（近似色    Ｅ７５－８Ｅ７５－８Ｅ７５－８Ｅ７５－８５Ｂ５Ｂ５Ｂ５Ｂ））））へ 必要に応じて操作してください。 

③ カラーツールカラーツールカラーツールカラーツールより、有彩色への塗有彩色への塗有彩色への塗有彩色への塗装装装装を選択します。メニューが見えない場合は右のスクロールバーを使用するかカラーツールを広げます。下図のように点線の外壁のマスキング部分がＥ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０Ｐでシミュレーションされます。  

点線表示のときにカラーツールの目視調整塗り目視調整塗り目視調整塗り目視調整塗りをクリックすると、下図の色相・彩度色相・彩度色相・彩度色相・彩度ウィンドウが表示されます。この中の色色色色彩の統一（Ｏ）彩の統一（Ｏ）彩の統一（Ｏ）彩の統一（Ｏ）に☑をすると、点線内を塗替え色塗替え色塗替え色塗替え色パレットに合わせて色彩調整します。さらに、微妙な濃淡を調整するには彩度（Ａ）彩度（Ａ）彩度（Ａ）彩度（Ａ）、明度（Ｉ）明度（Ｉ）明度（Ｉ）明度（Ｉ）をスライドさせ調整します。色相（Ｈ）色相（Ｈ）色相（Ｈ）色相（Ｈ）は塗替え色とは異なった色にする場合に選択します。完了後はＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックし、このウィンドウを閉じます。 
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    Ｅ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０Ｐ    で屋で屋で屋で屋根を塗替え選択する根を塗替え選択する根を塗替え選択する根を塗替え選択する パスパスパスパスウィンドウ、色彩工房カラーツール色彩工房カラーツール色彩工房カラーツール色彩工房カラーツール（＝アクションアクションアクションアクションウィンドウ）を表示準備しておきます。 ① パスパスパスパスウィンドウより、パスパスパスパスタグをクリックし、屋根屋根屋根屋根を選択します。下図のように線で屋根のマスキング部分が表示されます。  
      このとき外壁の点線部分が残っていますが解除するのであれば、上部メニューバーの選択範囲（Ｓ）選択範囲（Ｓ）選択範囲（Ｓ）選択範囲（Ｓ）→選択を解除（Ｄ）選択を解除（Ｄ）選択を解除（Ｄ）選択を解除（Ｄ）を選択すると点線が消えます。 

前ページより、彩度彩度彩度彩度（Ａ）（Ａ）（Ａ）（Ａ）のみスライドし、数値を５５５５へ変更すると下図のようにグレーに変更されます。終了するにはＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックします。 
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② カラーツールカラーツールカラーツールカラーツールより、アクションアクションアクションアクションタグをクリックし、登録パス→選択範囲登録パス→選択範囲登録パス→選択範囲登録パス→選択範囲を選択します。下図のように点線で屋根のマスキング部分が表示されます。  

③ カラーツールカラーツールカラーツールカラーツールより、有彩色への塗有彩色への塗有彩色への塗有彩色への塗装装装装を選択します。メニューが見えない場合は右のスクロールバーを使用するかカラーツールを広げます。下図のように点線の屋根のマスキング部分がＥ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０ＰＥ７６－６０Ｐでシミュレーションされます。  
      このとき屋根の点線部分を解除するのであれば、上部メニューバーの選択範囲（Ｓ）選択範囲（Ｓ）選択範囲（Ｓ）選択範囲（Ｓ）→選択を解除（Ｄ）選択を解除（Ｄ）選択を解除（Ｄ）選択を解除（Ｄ）を選択すると点線が消えます。 
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 シミュレーション画像を保存シミュレーション画像を保存シミュレーション画像を保存シミュレーション画像を保存 カラーシミュレーション後の保存は必ず名前を変更してください。
⑨⑨⑨⑨シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション画像保存画像保存画像保存画像保存 

●第１案 外壁： Ｅ７５－８５Ｂ 屋根： Ｅ７６－６０Ｐ 
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① 上部メニューバーファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）→別名別名別名別名で保存で保存で保存で保存（（（（ＶＶＶＶ））））を選択します。右図のウィンドウが表示されます。保存する場所（Ｉ）保存する場所（Ｉ）保存する場所（Ｉ）保存する場所（Ｉ）の▼▼▼▼をドロップダウンしてドライブやフォルダを指定します。ファイル名（Ｎ）ファイル名（Ｎ）ファイル名（Ｎ）ファイル名（Ｎ）に色番号など入れ た新に 名前を 入力（ 右図で は20090709_E20090709_E20090709_E20090709_E75757575----85858585ＢＢＢＢ.jpg.jpg.jpg.jpgというファイル名）して保存（Ｓ）保存（Ｓ）保存（Ｓ）保存（Ｓ）ボタンをクリックして保存します。 
② 右図のウィンドウが表示されたら、ＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックします。 

③ 右図のように保存されます。保存を確認するには、上部メニューバーファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）→開く開く開く開く（（（（ＯＯＯＯ））））で上記①で保存したフォルダをたどり確認できます。  
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 次のカラーシミュレーションを始める次のカラーシミュレーションを始める次のカラーシミュレーションを始める次のカラーシミュレーションを始める 画像の保存で原画として保存した画像を呼び出します。 
⑩カラーシミュレーション２⑩カラーシミュレーション２⑩カラーシミュレーション２⑩カラーシミュレーション２ 

① 上部メニューバーファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）→開く開く開く開く（（（（ＯＯＯＯ））））で保存した原画として保存した現場画像を開きます。  

② 原画画像が開けたら、⑦塗り替⑦塗り替⑦塗り替⑦塗り替ええええ色選択色選択色選択色選択から⑧カラーシミュレーショ⑧カラーシミュレーショ⑧カラーシミュレーショ⑧カラーシミュレーション１ン１ン１ン１の手順で次のパターンを作成し、⑨シミュレーション画像保存⑨シミュレーション画像保存⑨シミュレーション画像保存⑨シミュレーション画像保存の手順で別名を付けて保存します。 
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 直近で使用したファイルをダイレクトに開く直近で使用したファイルをダイレクトに開く直近で使用したファイルをダイレクトに開く直近で使用したファイルをダイレクトに開く    ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）⇒開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）開く（Ｏ）は他段階で面倒、これなら１回のクリックで開きます！ 

③以下のとおり、シミュレーションの２案目ができます。 ●第２案 外壁： Ｅ２７－８５Ｂ 屋根： Ｅ０５－３０Ｂ 
      どうしても色が出せないときは、目視調整塗りを使用し、色相、彩度、明度の組み合わせで指定の色に近づける、といったシミュレーションも１つの方法です。 
ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）⇒最近最近最近最近使用したファイルを使用したファイルを使用したファイルを使用したファイルを開く（Ｒ）開く（Ｒ）開く（Ｒ）開く（Ｒ）を選択すると、サブメニューが開き直近で使用した１０ファイルが表示されます。この中で原画となる２００９０２００９０２００９０２００９０７０９７０９７０９７０９____ＰＩＣＴ７０４１．ｊＰＩＣＴ７０４１．ｊＰＩＣＴ７０４１．ｊＰＩＣＴ７０４１．ｊｐｇｐｇｐｇｐｇを選択します。 
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④以下のとおり、シミュレーションの３案目ができます。 ●第３案 外壁： ＥＮ－９５ 屋根： Ｅ７５－３０Ｐ 
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 【１】原画画像＋カラーシミュレーション画像をすべて表示する【１】原画画像＋カラーシミュレーション画像をすべて表示する【１】原画画像＋カラーシミュレーション画像をすべて表示する【１】原画画像＋カラーシミュレーション画像をすべて表示する    画像の保存で原画として保存した画像を呼び出します。 
⑪Ａ４横４分割の出力編集⑪Ａ４横４分割の出力編集⑪Ａ４横４分割の出力編集⑪Ａ４横４分割の出力編集 

① 上部メニューバーファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）ファイル（Ｆ）→開く開く開く開く（（（（ＯＯＯＯ））））で保存した原画として保存した現場画像を開きます。  

② Ａ４横に出力する画像が全て画面上に開けます。 
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【２】Ａ４横台紙の表示する【２】Ａ４横台紙の表示する【２】Ａ４横台紙の表示する【２】Ａ４横台紙の表示する 画像の保存で原画として保存した画像を呼び出します。 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    【３】画像のサイズの確認【３】画像のサイズの確認【３】画像のサイズの確認【３】画像のサイズの確認 原画とカラーシミュレーション画像を台紙に合わせサイズ確認調整します。 

① カラーツールより台紙Ａ４横（２７×１９セ台紙Ａ４横（２７×１９セ台紙Ａ４横（２７×１９セ台紙Ａ４横（２７×１９センチ）作成ンチ）作成ンチ）作成ンチ）作成をクリックします。  
② 名称未設定１名称未設定１名称未設定１名称未設定１というファイル名で白い画像が画面上に表示されます。 この画像は以下の条件の画像です。条件は上部メニューバーイメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）イメージ（Ｉ）→画画画画像解像度（Ｉ）像解像度（Ｉ）像解像度（Ｉ）像解像度（Ｉ）またはカンバスサイズ（Ｓ）カンバスサイズ（Ｓ）カンバスサイズ（Ｓ）カンバスサイズ（Ｓ）で確認できます。 ●サイズ：  幅（Ｗ）１５９４ｐｉｘｃｅｌ（ピクセル）×高さ（Ｈ）１１２２ｐｉｘｃｅｌ（ピクセル） 幅（Ｄ）２７ｃｍ×高さ（Ｇ）１９ｃｍ ●解像度（Ｒ）：１５０ｐｉｘｃｅｌ／ｉｎｃｈ 
原画像を上部メニューバーイメージイメージイメージイメージ（Ｉ）（Ｉ）（Ｉ）（Ｉ）→画像解像度（Ｉ）画像解像度（Ｉ）画像解像度（Ｉ）画像解像度（Ｉ）で確認すると以下の通りです。 ●サイズ：  幅（Ｗ）１２８０ｐｉｘｃｅｌ×高さ（Ｈ）９６０ｐｉｘｃｅｌ 幅（Ｄ）４５ｃｍ×高さ（Ｇ）３３．８７ｃｍ ●解像度（Ｒ）：７２ｐｉｘｃｅｌ／ｉｎｃｈ したがって、約台紙１枚分の大きさですので、これを縮小しなければなりません。 
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【４】画像のサイズの調整【４】画像のサイズの調整【４】画像のサイズの調整【４】画像のサイズの調整    画像を今現在の半分に縮小調整します。 

    

    

    

    

    

    【５】画像のコピー【５】画像のコピー【５】画像のコピー【５】画像のコピー＆貼り付け＆貼り付け＆貼り付け＆貼り付け    原画を例に説明します。ここからはパスパスパスパスウィンドウ（タグ）のとなりのレイヤーレイヤーレイヤーレイヤーウィンドウ（タグ）を使用します。 

ピクセル数の幅（Ｗ）を１２８０１２８０１２８０１２８０⇒６４０６４０６４０６４０へ約現在の半分へ変更入力します。このとき下の縦横比を固定（Ｃ）縦横比を固定（Ｃ）縦横比を固定（Ｃ）縦横比を固定（Ｃ）に☑しているので∞∞∞∞の表示がされています。この数値を変更入力すると解像度解像度解像度解像度（Ｒ）（Ｒ）（Ｒ）（Ｒ）はそのままに縦のサイズも自動的に変更入力されます。完了後はＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックすると、画像が小さくなります。 これをシミュレーション３つの画像全て行います。 

① 原画を表示します。上部メニューバーより、選択範囲（Ｓ）選択範囲（Ｓ）選択範囲（Ｓ）選択範囲（Ｓ）→すべてを選択すべてを選択すべてを選択すべてを選択（Ａ）（Ａ）（Ａ）（Ａ）をクリックし、右図のように画像全体を点線で囲みます。 ② 次に上部メニューバーより、編集編集編集編集（Ｅ）（Ｅ）（Ｅ）（Ｅ）→コピーコピーコピーコピー（（（（ＣＣＣＣ））））をクリックします。 
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③ 【２】－①で作成した、名称未設定１名称未設定１名称未設定１名称未設定１というファイルを呼び出します。 ④ 次に上部メニューバーより、編集編集編集編集（Ｅ）（Ｅ）（Ｅ）（Ｅ）→ペーストペーストペーストペースト（（（（ＰＰＰＰ））））をクリックします。 
 

⑤ 画面中央に②でコピーした画像が貼り付けられます。これをシミュレーション３つの画像全て行います。 ⑥ 全て貼り付けると、下図のように全ての画像が重なっているように見えますが、レイヤーレイヤーレイヤーレイヤータグをクリックすると、背景（名称未設定１）背景（名称未設定１）背景（名称未設定１）背景（名称未設定１）の上にレイヤー１レイヤー１レイヤー１レイヤー１～４～４～４～４まであり、これらが②～⑤を繰り返し行った原画とシミュレーション画像になります。 
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コピー＆貼り付けのショートカットコピー＆貼り付けのショートカットコピー＆貼り付けのショートカットコピー＆貼り付けのショートカット    慣れてきたら、【５】①～⑤スピーディーに！他段階で面倒、これなら１回のドラッグでコピーできます！ 

③ 名称未設定１名称未設定１名称未設定１名称未設定１ファイルの上までドラッグで移動すると、画像の外枠が太線表示になります。 ④ マウスを放すと上図のように②の画像が移動コピーされます。 

① ツールボックスより、右列上の移動ツール（Ｖ）移動ツール（Ｖ）移動ツール（Ｖ）移動ツール（Ｖ）をクリックして移移移移動モード動モード動モード動モードにします。 ② コピー画像の上のファイル名が青くなっていることを確認し、画像の上をクリック＆ドラッグで、名称未設定１名称未設定１名称未設定１名称未設定１ファイルまで移動します。 
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【６】画像の配置【６】画像の配置【６】画像の配置【６】画像の配置    レイヤーレイヤーレイヤーレイヤーウィンドウ（タグ）を見みながら、４つの画像の配置を設定します。 

 

上図より、①①①①のレイヤー４レイヤー４レイヤー４レイヤー４を青く反転します。この場合レイヤー４レイヤー４レイヤー４レイヤー４は第３案の画像です。これを②②②②の赤の方向へマウス移動します。右図のように、レイヤー４レイヤー４レイヤー４レイヤー４が移動し、下のレイヤー３レイヤー３レイヤー３レイヤー３が見えてきます。①～②の手順でレイヤー１～３も行い、下図のようにＡ４横４分割の編集が完了します。 
このＡ４横４分割画像を保存するには、⑨シ⑨シ⑨シ⑨シミュレーション画像の保存ミュレーション画像の保存ミュレーション画像の保存ミュレーション画像の保存の手順で別名保存してください。 また、印刷についてはユーザーズマニュアル「印刷設定編」も併せて参考にしてください。 



   
 

 

    

    

    

    

    

    

    

    ここでは、カラーシミュレーション後の 各種プリンタ出力操作について説明しています。 下記以外のメーカー、機種の場合は お問合せくださればサポートいたします。    
    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮ    ＰＭＰＭＰＭＰＭ----Ｇ８５０Ｇ８５０Ｇ８５０Ｇ８５０    

■ ＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮ    ＥＰＥＰＥＰＥＰ----９０１Ａ９０１Ａ９０１Ａ９０１Ａ 

■ キャノンキャノンキャノンキャノン    ＩＰ４１００ＩＰ４１００ＩＰ４１００ＩＰ４１００ 

 

印刷設定編印刷設定編印刷設定編印刷設定編    
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  画像の印刷画像の印刷画像の印刷画像の印刷 提出用画像が完成し、印刷するには次の手順で行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

ＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮ    ＰＭＰＭＰＭＰＭ----Ｇ８５０Ｇ８５０Ｇ８５０Ｇ８５０ 

① メニューのファイル（Ｆ）→プリント（Ｐ）をクリックします。右図のウィンドウが表示されます。さらに使用するプリンタ名（Ｎ）より▼をドロップダウンして機種ＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮ    ＰＭ－Ｇ８５０ＰＭ－Ｇ８５０ＰＭ－Ｇ８５０ＰＭ－Ｇ８５０を選択します。 ② プリンタを選択後、プロパティ（Ｐ）ボタンをクリックすると下図のウィンドウが表示されます。 ③ 用紙種類（Ｔ）で▼をクリックして、印刷使用する用紙の種類を選択します。 
⑤ プリンタ設定⇒色補正⇒ユーザー設定（Ｓ）ユーザー設定（Ｓ）ユーザー設定（Ｓ）ユーザー設定（Ｓ）を選択し、設定（Ｅ）設定（Ｅ）設定（Ｅ）設定（Ｅ）ボタンをクリックします。 
④ 印刷品質（Ｑ）で▼をクリックして、きれいきれいきれいきれいを選択します。 
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 ⑧ さらに右図のウィンドウに戻り、ＯＫボタンをクリックすると、印刷が実行されます。 

⑥ 右図のユーザー色補正ウィンドウが表示されます。 カラー調整には以下４種類があります。詳しくはお手持ちのマニュアルをお読みください。 ●オートファイン！ＥＸオートファイン！ＥＸオートファイン！ＥＸオートファイン！ＥＸ（Ａ）（Ａ）（Ａ）（Ａ）・・・人物や風景などによってカラー調整する方法です。 ●手動設定（Ｃ）手動設定（Ｃ）手動設定（Ｃ）手動設定（Ｃ）・・・右図のように明度、コントラスト、彩度（Ｔ）を手動で設定します。 ●ＩＣＭ（Ｉ）ＩＣＭ（Ｉ）ＩＣＭ（Ｉ）ＩＣＭ（Ｉ）・・・ICM （IIIImageCCCColorMMMMatching）とは「取り込み」「表示」「印刷」の色を近づけるためにMicrosoft 社が開発したカラーマネージメントシステムです。 ●色補正なし（Ｎ）色補正なし（Ｎ）色補正なし（Ｎ）色補正なし（Ｎ）・・・カラー調整を行いません。 カラー調整後は閉じる（Ｌ）ボタンをクリックします。 ⑦ 設定調整後、前ページのプロパティウィンドウ下部のＯＫＯＫＯＫＯＫボタンをクリックします。 
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カラーパレットの追加カラーパレットの追加カラーパレットの追加カラーパレットの追加  ＥＰＳＯＮ ＰＭ－Ｇ８５０のカラーパレットにＡｄｏｂｅＲＧＢを追加する。 
 ① Ｗｉｎｄｏｗｓメニューのスタート→プリントとＦＡＸをクリックします。右図のウィンドウが表示されます。さらに使用するプリンタ名（Ｎ）より▼をドロップダウンして機種ＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮ    ＰＭ－Ｇ８ＰＭ－Ｇ８ＰＭ－Ｇ８ＰＭ－Ｇ８５０５０５０５０を選択します。 

② このプリンタ名の上で右クリックしてポップアップメニューより、プロパティ（Ｒ）プロパティ（Ｒ）プロパティ（Ｒ）プロパティ（Ｒ）を選択します。プロパティウィンドウが表示されます。 
③ 色の管理色の管理色の管理色の管理タグをクリックすると、右図のウィンドウが表示されます。 ④ 追加（Ｄ）追加（Ｄ）追加（Ｄ）追加（Ｄ）ボタンをクリックします。 
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⑤ 右図のプロファイルの関連付けを追加プロファイルの関連付けを追加プロファイルの関連付けを追加プロファイルの関連付けを追加ウィンドウが表示され、AdobeRGB1998.iccAdobeRGB1998.iccAdobeRGB1998.iccAdobeRGB1998.icc を選択します。下のファイル名（Ｎ）にファイル名が表示されたら、追加（Ｄ）ボタンをクリックします。 
⑥ 右図のウィンドウのカラープロファイル（Ｐ）に AdobeRGB1998.iccAdobeRGB1998.iccAdobeRGB1998.iccAdobeRGB1998.icc が追加表示されたら、このファイル名をクリックして反転させ、既定値に設定（Ｓ）既定値に設定（Ｓ）既定値に設定（Ｓ）既定値に設定（Ｓ）ボタンをクリックします。 
 設定後はＯＫボタンをクリックまたは適用（Ａ）ボタンをクリックしてこのウィンドウを終了します。 
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  画像の印刷画像の印刷画像の印刷画像の印刷でディスプレイの表示色と異なるときでディスプレイの表示色と異なるときでディスプレイの表示色と異なるときでディスプレイの表示色と異なるとき 本機種の場合またはそれに近い機種の場合は以下の設定で色調整できます。 
 

 

 

ＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮ    ＥＰＥＰＥＰＥＰ----９０１Ａ９０１Ａ９０１Ａ９０１Ａ 

① メニューのファイル（Ｆ）→プリント（Ｐ）をクリックします。右図のウィンドウが表示されます。さらに使用するプリンタ名（Ｎ）より▼をドロップダウンして機種ＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮ    ＥＥＥＥＰ－Ｐ－Ｐ－Ｐ－９０１Ａ９０１Ａ９０１Ａ９０１Ａを選択します。 
②下図のウィンドウが表示されたら、基本設定タグで以下①～④の設定を行います。 【右図①】【右図①】【右図①】【右図①】用紙種類（Ｔ）用紙種類（Ｔ）用紙種類（Ｔ）用紙種類（Ｔ）：ドロップダウンして、印刷用紙の種類を選択します。用紙によってインクの吹付け度合いが異なり、色合いもことなってきますので、正しい用紙を選択してください。 【右図②】【右図②】【右図②】【右図②】印刷品質（Ｑ）：印刷品質（Ｑ）：印刷品質（Ｑ）：印刷品質（Ｑ）：ドロップダウンして、「きれい」を常に選択してください。 【右図【右図【右図【右図③③③③】】】】カラー（Ｃ）：カラー（Ｃ）：カラー（Ｃ）：カラー（Ｃ）：常に「カラー」の状態にしてください。 【右図【右図【右図【右図④④④④】】】】色補正：色補正：色補正：色補正：ユーザー設定（Ｓ）を選択し、設定（Ｅ）ボタンをクリックします。 自動（Ｕ）を設定した場合は本プリンタが自動的に色補正を施した状態で印刷しますので、ディスプレイ上の色とは全くことなった色で仕上がるようになります。 
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③ 設定（Ｅ）ボタンをクリックすると、さまざまな印刷設定が行えます。 
 ●ＡｄｏｂｅＲＧＢ●ＡｄｏｂｅＲＧＢ●ＡｄｏｂｅＲＧＢ●ＡｄｏｂｅＲＧＢ    手動設定（Ｃ）を選択し、色補正方法（Ｏ）で▼をドロップダウンして「ＡｄｂｅＲＧＢ」を選択します。 プリンタは通常ＣＭＹＫ分解して印刷するのですが、ディスプレイはＲＧＢなので自動で印刷すれば自動的にこのＣＭＹＫに分解して印刷します。ですが、あえてここでＲＧＢにしてあげることで、ディスプレイに近いＲＧＢのまま印刷することで、なるべくシミュレーションに近い色で再現するという方法では有効といえます。 
 ● Ｉ Ｃ Ｍ （ ＝● Ｉ Ｃ Ｍ （ ＝● Ｉ Ｃ Ｍ （ ＝● Ｉ Ｃ Ｍ （ ＝ Image Color Image Color Image Color Image Color 

MatchingMatchingMatchingMatching）））） Ｗｉｎｄｏｗｓの色補正機能です。ディスプレイやプリンタなどのデバイス間で色合わせして印刷する方法です。 
 毎回これらの設定はご面倒と思うので、設定を保存しておく機能があるようですので、以下①～④の手順で設定を保存しておくと良いでしょう。 設定内容に名前を付けて保存することで、下図④の設定リスト（Ｌ）へ登録されます。ＡｄｏｂｅＲＧＢ、ＩＣＭを用紙の種類で最適な方法を試して保存しておくと便利です。 
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    画像の印刷でディスプレイの表示色と異なるとき画像の印刷でディスプレイの表示色と異なるとき画像の印刷でディスプレイの表示色と異なるとき画像の印刷でディスプレイの表示色と異なるとき 本機種の場合またはそれに近い機種の場合は以下の設定で色調整できます。 
 

 

 

キャノンキャノンキャノンキャノン    ＩＰＩＰＩＰＩＰ----４１００４１００４１００４１００ 

① メニューのファイル（Ｆ）→プリント（Ｐ）をクリックします。右図のウィンドウが表示されます。さらに使用するプリンタ名（Ｎ）より▼をドロップダウンして機種ＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮＥＰＳＯＮ    ＥＥＥＥＰ－Ｐ－Ｐ－Ｐ－９０１Ａ９０１Ａ９０１Ａ９０１Ａを選択します。 
②下図のウィンドウが表示されたら、基本設定タグで以下の設定を行います。 ●●●●用紙の種類：用紙の種類：用紙の種類：用紙の種類：ドロップダウンして、印刷用紙の種類を選択します。用紙によってインクの吹付け度合いが異なり、色合いもことなってきますので、正しい用紙を選択してください。 ●●●●印印印印刷品質：刷品質：刷品質：刷品質：「きれい」または「標準」を選択してください。 「カスタム」を選択した場合には、用紙の種類にもよりますが以下のようになるべく「高品質」に設定してください。 
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●色調整：●色調整：●色調整：●色調整：マニュアル設定（Ｍ）を選択し、設定（Ｔ）ボタンをクリックします。 
 ●ＩＣＭ（＝●ＩＣＭ（＝●ＩＣＭ（＝●ＩＣＭ（＝Image Color Image Color Image Color Image Color 

MatchingMatchingMatchingMatching）を使用）を使用）を使用）を使用    Ｗｉｎｄｏｗｓの色補正機能です。ディスプレイやプリンタなどのデバイス間で色合わせして印刷する方法です。 
 ●マッチング方法（ＩＣＭ●マッチング方法（ＩＣＭ●マッチング方法（ＩＣＭ●マッチング方法（ＩＣＭを使用しない場合）を使用しない場合）を使用しない場合）を使用しない場合）    写真用を選択してください。写真の状態で黒が強い、暗い場合は明るさ（Ｂ）でガンマ値を選択設定してください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここではカラーシミュレーション操作での 

よくある質問をまとめました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
■マスキング 
■塗り替え色選択 
■シミュレーション 
■色見本の表示 
■テクスチャの作成 
■テクスチャ塗装 
■その他の便利な機能 

 

よくある質問編 
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画像が小さく、うまくマスキングができません。拡大表示などの方法はありますか？ 
ツールボックスのズームツールはピンポイントで拡大・縮小ができます。 

 

マスキング 

ツールボックスのズームツールを使用

します。 
画像ファイル名の＠（アットマーク）以

降の数値はその画像を原寸＝１００％

としたときの拡大・縮小率を％表示しま

す。 

ツールボックスから 

ツールボックスのズームツールをクリックし、拡大表示し

たいところをクリックします。縮小したいときには、このツ

ールモードで、Ａｌｔキーを押しながら、縮小表示したいと

ころをクリックします。（上図） 

メニューから 

拡大するときは、メニューのビュー（Ｖ）→ズームイン（Ｉ）

をクリックします。縮小するときは、同様のメニューのズ

ームアウト（Ｏ）をクリックします。各メニュー共、拡大・縮

小率が思うようでない場合は、この操作を繰り返し行い

ます。 
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シミュレーションしましたが、きれいに塗り替えができません。修正方法はありますか？ 
最初からマスキングするのではなく、既存のマスキング・パスに追加することでスピーディに修正可能です。 

 
 

① 修正したい部位（パス）をパスウィンドウ

の中から選択します。 

② カラーツールより登録パス→選択範囲を

クリックします。 

③ 指定したパスを点線化されます。 

④ ツールボックスのズームツールを使っ

て、修正したい箇所を拡大表示します。 

⑤ ツールボックスの多角形選択ツールを

使って、追加するときはｓｈｉｆｔキーを押しなが

ら、削除したいときはＡｌｔキーを押しながら、

修正したい箇所をマスキングします。 
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多角形ツールでマスキング中、失敗しました。途中での修正方法はありますか？ 
マスキングの途中のクリックミスはｄｅｌｅｔｅキーをクリックして１つ前のポイントへ戻ります。 

 
 
多角形ツールでマスキングしたが、終了点で線になると、一回り小さく範囲指定されます。 
多角形ツールの設定でぼかし範囲の数値を  ０ｐｘ  にしてください。数値分ぼかすため小さく範囲指定されます。

下図のように０以外の数値が入っていると、その

数値分をぼかしてしまうため角が丸められ小さく

範囲を取られてしまいます。 
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同一画像でのマスキング（パス）は複製移動することはできますか？ 
同一物件でファイル名が違う画像であれば、パスコピーできます。右下画像のテラスパスを左画像へコピーする。

① 上図のようにＰｈｏｔｏｓｈｏｐのウィンドウ

上には２つの画像を表示させておき、パス

ウィンドウよりテラスをクリックして反転しま

す。画像のテラス部分が線で表示されま

す。 
※パスウィンドウは１つなのでいずれかファ

イルタイトルバーが青表示になっている方

の画像パスが表示されます。 
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② パスをクリックしながらコピー先の画像上まで移動、画像の周りが太線に変わったらマウスを放します。 

③ マウスを放すと、パスがコピ

ーされます。 
   同一パス名がある場合は違

う名前にしてください。また、コピ

ー先のパスの反転は全て解除さ

れた状態でコピーしてください。

パスが反転している状態でコピー

した場合は上書きされます。 
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アパートなどの細かな鉄部階段、手摺りなどどのようにマスキングすればよいですか？ 

ズームツールとレイヤー機能で鉄部・細物のマスキング処理は自然なシミュレーションの仕上がりが得られます。 

  

 

 

 

 

 

 

① ズームツールでマ

スキングする部分を１０

０％以上で拡大します。

●拡大＝クリック（＋プ

ラス表示） 
●縮小＝Ａｌｔキー＋クリ

ック（－マイナス表示） 

② 多角形選択ツールで

鉄部階段全体をマスキン

グします。 
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③ メニューバーより

ウィンドウ（Ｗ）⇒レイ

ヤーでレイヤーウィン

ドウを表示します。ウィ

ンドウの中の背景を選

択反転します。 

④ メニューバーより

編集（Ｅ）⇒コピー（Ｃ）

でマスキング選択した

部分をコピーします。 

⑤ メニューバーより

編集（Ｅ）⇒ペースト

（Ｐ）をクリックすると、

レイヤー１が表示され

ます。 

⑥ レイヤーウィンドウ

でレイヤー１を反転さ

せ、背景の左端にある

目をクリックすると背景

画像消え、コピーした

鉄部階段のみが表示

されます。
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⑦ ツールボックスより消しゴムツールを選

択、消しゴムツールモードで上部の形状サ

イズ選択ボックスの▼をドロップダウンし、

四角形ブラシの１ｐｘサイズを選択クリックし

ます。 

⑧ 右図のように消しゴムツールの四角形

ブラシの１ｐｘサイズで●⇒●の方向（逆もＯ

Ｋ）で線を引くように、鉄部以外の後ろの格子

から透ける部分の画像を消去していきます。 

⑨ 上記⑧を繰り返し行うと、右図のように

鉄部階段のみが残ります。 
●背景を消しゴムツールで画像消去した場

合は、その部分の画像が消されます。 
●レイヤー１を消しゴムツールで画像消去

しても背景画像があれば合成して前処理と

全く同様の画像に見せることができます。 

⑩ 上記⑨ができたら鉄部階段をパス登録し

ます。右図のようにメニューバーの選択範囲

（Ｓ）⇒すべて選択（Ａ）で画像全体を点線化

表示します。 
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⑪ ツールボックスの自動選択ツールをクリ

ックし、Ａｌｔキーを押しながら右図赤枠のあた

りの画像が無いところをクリックすると、点線

表示が鉄部階段の周囲に変わります。 

⑫ さらにツールボックスのズームツールで

拡大して、Ａｌｔキーを押しながら格子の間の

画像が無いところをクリックします。右図のよ

うに鉄部階段の中の格子部分も点線表示に

変わります。 

⑬ 右図のように全体の指定ができたら、カ

ラーツールの選択範囲⇒パス登録（マスク）

をクリックします。 

⑭ 右図のようにパスウィンドウに切り替え

ると、パス１で鉄骨階段のパスができます。

パス１の名前はダブルクリックして、名前を

鉄骨階段に変更できます。 
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消しゴムツールとは何ですか？ 
ツールボックスの消しゴムツールはさまざまな形状やサイズがあります。 

 

 消しゴムツールは画像を消去するツールです。下図のツールボックスの消しゴムツールをクリックして消しゴムツール

モードにすると様々な形状やサイズを指定できます。 

▲モード 
ブラシ・鉛筆・ブロックの３種類があり、下図は鉛筆モード 
※マスキングのときは、鉛筆またはブロックモードが最適です。 

▼形状サイズの変更 
ブラシ、鉛筆モードを選択し、右図の形状サイズの▼をクックすると、形状サイズと硬さ（＝筆圧）が△を

スライドさせて変更できます。また、右端の▶をクリックすると、ブラシ形状の表示スタイル、各種ブラシの

形状を選択できます。マスキングなどで利用するには、四角形ブラシを使用して、サイズ変更して利用す

るのが最適です。
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消しゴムツールの形状を変更したい？ 
四角形のブラシを表示するには次のように行います。 

 

 
① 右図のウィンドウの

右端の▶をクリックする

と、サブメニューが表示さ

れます。四角形ブラシを

選択クリックします。 

② 右図のメッセージが

表示されたら、ＯＫボタン

をクリックすると、下図の

ように四角形ブラシが表

示されます。 
追加（Ａ）ボタンを選択し

た場合は、上図のに四角

形ブラシが追加表示され

ます。 



COMPAS-色彩工房 よくある質問編 

 

148

レイヤーを使うと画像はどんなふうに見えますか？ 
レイヤーウィンドウの背景を反転表示、レイヤー１も表示すると、処理前同様の画像に見えます。 

 

レイヤーウィンドウで背景を青く反転、レイヤー１も表示すると、背景にレイヤー１が上から合成されているので、見た

目は１つの画像に見えます。 
この機能を使って、マスキング＆シミュレーションに活かせます。 
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日塗工色見本のほかに色を選択したりする方法はありますか？ 

 

Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐのスウォッチ機能を利用して、色を選択することができます。日塗工色見本Ｄ版、Ｅ版はこの

スォッチ機能を利用して色見本を表示選択対応しています。下記が手順です。 

 

 

 

スウォッチパレットに対応した各種色見本の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塗り替え色選択 

① インストールＣＤ－ＲＯＭ内

の各フォルダ内にあるファイルを

読み込むには、スウォッチパレッ

トの右端にある▸または▼Ξクリ

ックします。 

ポップアップメニューが表示さ

れ、スウォッチの置き換えを選

択します。 

② 右図のウィンドウが表示され、

ＣＤ－ＲＯＭ内の以下フォルダに以

下のスウォッチ用色見本がありま

す。該当のファイルを指定し、読み

込み（Ｌ）ボタンをクリックして読み

込みます。 

●各メーカー色見本フォルダ 

SK_ｸﾘｰﾝﾏｲﾙﾄﾞｳﾚﾀﾝｼﾘｰｽ .゙aco 

SK_ﾔﾈﾌﾚｯｼｭｼﾘｰｽ .゙aco 

●日塗工色見本フォルダ 

日塗工D 版.acｏ 

日塗工 Ｅ版.acｏ 
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パレット表示 

 

 

 

 

  

●色のみ 

サムネール表示（大・小）、パレット上で色番号が

表示。右図例はサムネール表示（小） 

●色＋色番号 

リスト表示（大・小）、常に一覧にパレットと色番号

が表示。右図例はリスト表示（大） 

① スウォッチパレットの右端にある▸または▼

Ξをクリックします。右図のポップアップメニュー

が表示されます。赤枠内のいずれかをクリックす

るとパレットの表示を変更することができます。 
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標準添付されているＤＩＣ以外の色見本帳より選択したいときは・・・ 

 
 

 

 

  

 

 選択した色がカラーパレットに表示されないときは・・・ 

画像表示モードがＲＧＢになっているか、画像ファイル名が表示されているところに（ＲＧＢ）となっているか見ます。 

 

 （ＲＧＢ）となっていないときは、メニ

ューバーのイメージ（Ｉ）→モード

（Ｍ）でＲＧＢカラーを選択します。

またＲＧＢカラーが選択できない場

合はイメージ（Ｉ）→モード（Ｍ）→グ

レースケール（Ｇ）にしてから、再度

イメージ（Ｉ）→モード（Ｍ）→ＲＧＢカ

ラーという手順でＲＧＢカラーにしま

す。 

カスタムカラーウィンドウが表示され、カラーブック：の▼をクリックし、ＤＩＣカラーガイド以外のものを選択します。 
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エラーメッセージが表示されて塗り替えられない 

カラーツール有彩色への塗装など塗り替えツールをクリックすると下図のメッセージが表示されるとき 
  

 

 

 

 

 

 

シミュレーション 

① 右図のような

外壁等のパス選択

後し、カラーツール

有彩色への塗装な

ど塗り替えツール

クリックしてメッセ

ージが表示された

ら、停止（Ｓ）ボタン

をクリックします。 

② カラーツール

のクリックしたとこ

ろのボタンが赤表

示に変わります。 

③ レイヤーウィン

ドウに切り替える

と、レイヤー１が反

転されています。

このレイヤー１の

画像には外壁にあ

たる画像がないた

め塗り替えできな

い こ と が 原因で

す。背景に反転選

択し、再度シミュレ

ーションしてくださ

い。 
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ベランダや手摺りなどの細物を塗るとき 

ツールボックスのラインツールは指定した色で線を描くことができるので細物塗るときなどに最適です。 
  

 

 

 

 

 

 

① ツールボックスのラインツールをクリ

ックします。ラインツールが表示されてい

ないときはツールボックスより、このボタ

ンを長押ししてラインツールを選択しま

す。 

② ラインツールモードになり、ウィンドウ

上部のシェイプ／パス／ピクセル（塗りつ

ぶし領域）をドロップダウンし、ピクセルモ

ードにします。 

③ 開始点から終了点までドラッグしま

す。マウスを放すと塗替色パレットに表示

している色でラインが引かれます。 

ラインの色は塗替色パレットで指定され

た色、ウィンドウ上のラインの太さは線の

太さでピクセル単位で指定します。 
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物干し金物やエアコンホース、円形状の部分の美しくシミュレーションしたい。 
マスキング後、レイヤー機能を使ってシミュレーションします。

① シミュレーシ

ョン以外の物干し

金物や、エアコン

ホースなども右

図のようにマスキ

ングします。 

② 物干し金物

パスを上図①の

とおりクリックして

反転させ、カラー

ツールの登録パ

ス→選択範囲で

物干し金物を点

線化し、上部メニ

ューの編集（Ｅ）

⇒コピー（Ｃ）で

物干し金物をコピ

ーします。 

③ 上部メニュー

の編集（Ｅ）⇒ペ

ースト（Ｐ）をクリ

ックします。レイ

ヤーウィンドウに

切り替えるとレイ

ヤー１で物干し金

物の画像ができ

ます。 
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④ レイヤー１の名前の上でク

リックすると、名前を変更して物

干し金物にすると分かりやすい

です。 

⑤ 上記②～④の要領でエアコ

ンホースのレイヤーも作成しま

す。 

⑥ シミュレーション後、物干し

金物とエアコンホースのレイ

ヤーの表示指示（○＝目）して

おくことにより、背景の外壁シ

ミュレーションの上に２つのレ

イヤーが合成され、美しい仕

上がりに見えます。 
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    思うような色に塗替えられなかったとき 

    Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐのヒストリー機能を利用して操作を戻れます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

①１操作ずつ戻す方法

（右図→） 

カラーツールウィンドウに隣接

のヒストリータグをクリックする

とこれまで行った操作が学習

されています。したがって、戻

りたい操作まで任意に戻ること

ができます。 

②最終保存状態まで戻す方法（下図↓） 

カラーツールの原画（登録済）に戻すボタンで塗替え前の画像（塗替え範囲の保存まで）まで戻ることができます。た

だし、塗替え後、保存してしまった画像の復帰は不可能です。 

また、カラーツールの登録パス→選択範囲ボタンをクリックしないで、各塗装ボタンをクリックすると、画像全体が塗

替色パレットの色で塗装されます。そのような場合も原画（登録済）に戻すボタンをクリックします。 
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繰り返しシミュレーションする場合 

１度のマスキングで数パターンのイメージを作成する場合に便利です。 
 
 

 

 

 

 

図面でのシミュレーションで、影などを付けたいとき 

 

 

別名で保存ボタンでファイル名を付けて保存していてから再度、マスキングで保存した原画を呼び出しシミュレーション

します。 

影をつけたい場所を 多角形選択ツールで範囲指定します。カラーツールの影を付けるボタンをクリックします。範囲

指定部分に影がつけられます。 
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昔の日塗工色見本帳から色を選択したい 

色彩工房は日塗工Ｔ版、Ａ版、Ｂ版、Ｃ版、Ｄ版、Ｅ版、Ｆ版、Ｇ版が収録されています。 
 

日塗工色見本帳（２００９年２月よりＥ版）は本ソフトウェア起動時に自動で表示されます。それ以前の色見

本帳や最新の日塗工Ｇ版（２０１３年２月よりＧ版）を使用する場合は次の手順で行います。 

 

 

 

日塗工色見本帳の表示 

ＣＤ－ＲＯＭから日塗工色見本帳を表示する 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 色彩工房カラーツールパックＣＤ－ＲＯＭをドラ

イブにセットします。メニューバーよりファイル（Ｆ）→

開く（Ｏ）を選択します。 

色見本について 

② 右図のウィンドウが表示され、マイコンピュータ

⇒ＣＤ－ＲＯＭドライブのＣｏｍｐａｓ色彩工房ｖｅｒ４．

０をダブルクリックして選択します。 
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③ 日塗工色見本フォルダし、該当のファイル名をダ

ブルクリックまたは、選択後、開く（Ｏ）ボタンをクリッ

クします。 
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各メーカー色見本帳ファイルの開き方 
各メーカー色見本（関ペ、ニッペ、ＳＫ他約４０種）はＣＤ－ＲＯＭ内の各メーカー色見本フォルダに収録しています。 

 

このファイルはＰSD ファイル形式ですので、Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ（本製品の基本画像ソフト）でのみ開くことができます。 
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塗料メーカー見本からテクスチャを作りたい 
スキャナやデジカメなどで塗料メーカー見本を画像化して作ります。 

 

作成は以下の方法があります。 

 

【１】 メーカーカタログから画像化 

【２】 メーカーサイトからダウンロードして画像化（ただし、画像でテクスチャをダウンロード提供してい

るメーカー） 

 
 
 

【１】メーカーカタログからテクスチャ見本を読み込んで画像化する 

スキャナやデジカメなどで塗料メーカー見本を読み込み画像化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テクスチャ 

スキャナで右図のような塗料メーカーのテクス

チャが入ったカタログを読み込み、画像化しま

す。 

 

    このテクスチャシミュレーションの場合

は現場画像をカラーツールのデジカメ画像変

換（１５０ｄｐｉ）で設定するため、スキャナの出

力解像度設定は１５０ｄｐｉで読み込んでくださ

い。 
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【２】メーカーサイトにテクスチャが用意されている場合 

ダウンロード読み込みまたはブラウザの機能を使って画像保存して画像化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① アイカ工業などサイト内にテク

スチャダウンロードページがある場

合はダウンロードして画像化しま

す。 

② ダウンロードリンク先が記載さ

れていればそこから、またはブラ

ウザでダウンロードしたい画像の

上で右クリックし、名前をつけて画

像を保存（Ｓ）を選択し、ご自分で

分かりやすいドライブ＞フォルダ

にて保存してください。 
そのテクスチャ名にしておけばより

利用しやすくなります。 
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レイヤー機能を使って、画像化したテクスチャをまとめて保存 
メーカーカタログをスキャナで読み込んだ場合、１ファイル＝１製品で全色をまとめてファイル化する 

 

①  ツールボックスの長方形ツールをクリック

し、長方形ツールモードにし、ドラッグして範囲

指定します。点線で囲まれます。このとき、周囲

ぎりぎりのところより中に入った全体の色が安

定している範囲のみ指定し、上部メニューバー

編集（Ｅ）→コピー（Ｃ）を選択します。 

②  上部メニューファイル（Ｆ）→新規（Ｎ）を選択

します。新規設定ファイルが表示されたら、ＯＫ

ボタンをクリックします。右図のウィンドウが表示

されます。 
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③  上部メニューバー編集（Ｅ）→ペースト

（Ｐ）をクリックすると、右図のように範囲指定

したテクスチャが表示されます。 

レイヤーウィンドウにはレイヤー１としてテク

スチャがコピーされています。 

 

    レイヤーとして貼り付ける際になるべく

同じ大きさになるようにします。不揃いが発生

した場合は、シミュレーションの仕上がりに影

響がでるため、以下⑥が完成した段階で、上

部メニューイメージ（Ｉ）→カンバスサイズ（Ｓ）

で全て同一に重なる大きさで画像サイズを調

整します。

④  レイヤーウィンドウにてレイヤー１をダブル

クリックしてＤＬ-０１８グレーといった色番号や色

名へ名前を変更します。 

⑤  右図のように②～⑤を繰り返し行い、各

色レイヤー化したテクスチャファイルを用意し

ます。最後に上部メニューファイル（Ｆ）→別

名で保存（Ａ）で名前を付けて保存します。こ

のとき、レイヤーを使用しているので、拡張子

は．ｐｓｄ（Photoshop ファイル形式）でのファイ

ル保存になります。 

 

    レイヤーウィンドウでの複数テクスチャ

の切り替え選択については次ページ参照して

ください。 
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レイヤーウィンドウでの複数テクスチャの切り替え選択 

多彩色テクスチャ画像の使い方（Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐレイヤーの説明）

右図の多彩色テク

スチャファイルで、

ＦＦ-22 クリームグ

ランを指定表示し

ています。 

ＦＦ-22 クリームグランより下のブリックレッドを指定表示したい

場合は、ブリックレッドをクリックし、ＦＦ-22 クリームグランの目

の表示を解除します。逆に、ＦＦ-22 クリームグランより上の表

示のものはクリックするだけで表示が変わります。しがたって、

下の画像に上の画像が重なっている状態がレイヤーです。 
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オリジナルのテクスチャを作りたい 
Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐのテクスチャライザを使ってテクスチャ画像を作ります。 

 

 
 
【１】テクスチャの作成：塗板を作成する 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  メニューよりファイル（Ｆ）→新規（Ｎ）

で、テクスチャを作成する画像を作りま

す。 

●画像の大きさ：幅2cm 高さ 1cm 

●解像度：72pixels／inch 

●画像モード：ＲＧＢカラー 

●初期表示内容：白 

②  塗板を作成します。基本色となる色を

選択し、ツールボックスの塗替色パレット

に表示します。 

③ カラーツールよりベタ塗りを選択しま

す。選択した色でその画像が塗りつぶされ

ます。 

④ 画像が塗りつぶされたら、メニューより

フィルタ（Ｔ）⇒スマートフィルター用に変換

をクリックします。 
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【２】テクスチャの作成：模様を作る 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① メニューよりフィル

タ（Ｔ）→テクスチャ→

テクスチャライザを選

択します。右図のウィ

ンドウが表示されま

す。 

② テクスチャライザ

の設定は次のとおりで

す。 

●テクスチャ：模様は

▼をクリックして、右図

の４つから選択しま

す。 

●拡大・縮小：模様の

大きさを△をスライドさ

せることにより自由に

変更することができま

す。 

●レリーフ：模様の凹

凸を作ります。 

●照射方向：模様の光

沢感を出します。 

③ ②で設定した後、ＯＫボタンをクリックし、前ページの

③で作られた塗板に②で設定した模様が重ねられ、右図

のテクスチャができます。 

④ ツールボックスの長方形ツールをクリックし、長方形

ツールモードにし、ドラッグして範囲指定し、右図のよう

に点線で囲まれます。メニューより編集（Ｅ）→パターン

を定義（Ｄ）を選択します。テクスチャが記憶されます。 
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数あるテクスチャをパレット化して見やすく、利用したい 
Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐのパターンファイル機能（．ｐａｔ）を使ってテクスチャ画像の見本帳ファイルが創れます。 

 

 

 

【１】パレットの準備 

 

 

 

① メニューバーの編集（Ｅ）⇒塗りつ

ぶし（Ｌ）より右図が表示されます。 

内容カテゴリの使用（Ｕ）：で▼をドロッ

プダウンし、パターンを選択します。 

② 右図より、カスタムパターンの▼を

クリックします。現在選択されているパ

ターンが表示されます。（初期値はＰｈｏ

ｔｏｓｈｏｐ標準です。） 

さらにそのウィンドウの  ▸ をクリック

するとポップアップメニューが表示さ

れ、パターンの初期化を選択します。 

③ 右図のメッセージが表示されたら、Ｏ

Ｋボタンをクリックします。 
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【２】パターンの定義 

④ 初期化すると、右図のようにＰｈ

ｏｔｏｓｈｏｐの初期値パターンが表示

されます。パターンをクリックし、右

クリックし、ポップアップメニューよ

りパターンを削除を選択します。 

⑤ 上記①を繰り返し、全てのパタ

ーンを削除します。 

全て削除できたら、ＯＫボタンをクリ

ックしてこのウィンドウを閉じます。 

① 【１】で作成した登録テクスチャフ

ァイルを開きます。ニューバーの選

択範囲（Ｓ）⇒すべて選択（Ａ）をクリ

ックします。 
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② 右図のように点線で全て囲まれ

ます。 

③ 上部メニューバーの編集（Ｓ）

⇒パターンを定義（Ｄ）をクリックし

ます。下図のメッセージが表示さ

れ、パターン名（Ｎ）：は初期値ファ

イル名になっています。分かりや

すい色番号等に変更する場合は

直接入力して変更し、ＯＫボタンを

クリックします。 

④ Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ上部メニューバー

の編集（Ｅ）⇒塗りつぶし（Ｌ）より、

右図を表示すると空のパレットに

パターンが登録されます。 

この【３】①～③を繰り返してパタ

ーンパレットを作成していきます。 
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【３】パターンファイルの作成 

 

 

 

① 【３】で全てテクスチャが登録

できたら、メニューバーの編集

（Ｅ）⇒塗りつぶし（Ｌ）より、カスタ

ムパターンの▼をクリックし、 ▸ 

をクリックするとポップアップメニュ

ーが表示され、パターンを保存を

選択します。 

② 右図のようにウィンドウが表示

されます。ファイル名（Ｎ）：にテクス

チャメーカー名や品名など分かり

やすく名前を入力します。保存（Ｓ）

ボタンをクリックします。 

③ 右図のようにサイディング．ｐａｔ

でテクスチャデータベースとしてフ

ァイル登録されます。 
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テクスチャをパレット化したが、どのように表示すればよいですか？ 
Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐのパターン機能を使ってテクスチャ画像をパレット保存できます。 

 

パレット化したテクスチャファイルは次のように表示します。 

 

 

 

 

 

 

① メニューバーの編集（Ｅ）⇒塗りつ

ぶし（Ｌ）より右図が表示されます。 

内容カテゴリの使用（Ｕ）：で▼をドロッ

プダウンし、パターンを選択します。 

② 右図より、カスタムパターンの▼

をクリックします。現在選択されている

パターンが表示されます。（初期値は

Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ標準です。） 

さらにそのウィンドウの  ▸ をクリッ

クするとポップアップメニューが表示さ

れ、パターンの置き換えを選択しま

す。 

 

 

パターンの読み込みを選択し

た場合は、表示されているパターンに

追加表示になります。 
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③ インストールＣＤ－ＲＯＭよ

りテクスチャファイルを読み込

むには、ＣＤ－ＲＯＭをセット

し、マイコンピュータ⇒ＣＤ－Ｒ

ＯＭドライブ色彩工房 ver4.0_マ

ニュアルを選択します。テクス

チャフォルダが表示されたらダ

ブルクリックします。 

④ テクスチャフォルダには右

の４ファイルが収録されていま

す。 

右図例ではａｉｃａ_ジョリパッド．ｐ

ａｔを選択しています。ファイル

名（Ｎ）：に選択したファイル名

が表示されたら、読み込み（Ｌ）

ボタンをクリックします。 

⑤ テクスチャが読み込めたら、

右図より、カスタムパターンの▼

をクリックします。選択したａｉｃａ_

ジョリパッド．ｐａｔのテクスチャパ

ターンが表示、確認できます。 
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テクスチャ塗装がしたいのですが・・・？ 
ＰｈｏｔｏｓｈｏｐＣＳ２以降のＶａｎｉｓｈｉｎｇＰｏｉｎｔ（バニッシングポイント）機能を使ってテクスチャ塗装が可能です。 

 

現場写真を斜めから撮影した建物に対し、ある特定のテクスチャを使って塗替えする場合は、次の機能を

利用したシミュレーションができます。 

 
 

３Ｄテクスチャ塗装 

右図のように斜めから撮影した建

物の場合で、下図のように指定され

たテクスチャで塗装したい場合にこ

の機能が有効です。 
テクスチャは予め、下図のように別

の画像として作成しておきます。 

左上画像の塀に上記にテク

スチャで塗装した場合 
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
ウィンドウの説明 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 

 
  

 

① 面修正ツール（Ｖ） 面の選択、編集、移動およびサイズ変更を行います。 

② 面作成ツール（Ｃ） 面の４点を定義し、面のサイズと形状を調整します。 

③ 選択ツール（Ｍ） 正方形または四角形の選択範囲を作成します。 

④ スタンプツール（Ｓ） 画像のサンプルを使用して塗り替えします。 

⑤ ブラシツール（Ｂ） 画像に選択されたカラーで塗り替えします。 

⑥ 変形ツール（Ｔ） 貼り付けた画像（テクスチャ）を拡大縮小または回転および移動します。 

⑦ スポイトツール（Ｉ） 画像内をクリックしたときに塗り替えに使用する色を選択します。 

⑧ 手のひらツール（Ｈ） ウィンドウ内の画像をドラッグして移動します。 

⑨ ズームツール（Ｚ） 表示中の画像をクリックして拡大します。Ａｌｔキー＋クリックで縮小します。 

⑩ ＯＫボタン 作業内容を保持して基の画像に戻ります。 

⑪ キャンセルボタン 作業内容を保持せず、基の画像に戻ります。 
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      【１】テクスチャ塗装する画像とテクスチャ画像を表示する 

 

 

 
 
【２】テクスチャを表示⇒コピーする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツールボックスの長方形（矩形選択）ツール（Ｍ）を

クリックし、長方形ツールモードにします。右図の

ように必要なテクスチャ部分を範囲指定し、編集

（Ｅ）⇒コピー（Ｃ）をクリックし、テクスチャをクリッ

プボード内に読み込ませます。 
またはメニューバーより選択範囲（Ｓ）⇒すべて選

択（Ａ）でテクスチャ画像全てを範囲指定し、編集

（Ｅ）⇒コピー（Ｃ）をクリックでもＯＫです。 
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【３】 ３Ｄテクスチャ塗装を起動する 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

カラーツールより３Ｄテクスチャ塗装をクリックします。下図の

ウィンドウが表示されます。 
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【４】テクスチャ塗装する範囲を指定する（＝マスキング） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３Ｄテクスチャ塗装部位の保存と非塗装面について 

 
 

 
 
 
 
 
【５】テクスチャ画像をペーストする 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キーボードよりＣｔｒｌ＋Ｖで【２】でコ

ピーしたテクスチャがウィンドウ上

部に表示されます。 
このとき、【４】で指定した面の青グ

リット線が消え、青線だけで表現さ

れます。 

面作成ツール（Ｃ）は４点で遠近を読み込ませるツールで、塗替えマスキングツールと異なり、塗装部位の保存（パス登

録）は行えません。したがって、窓やドア部分などの非塗装部位の選択は行えません。 

① 左のツールボックスより面作

成ツール（Ｃ）をクリックします。 

② 右図のａ～ｄを順番にクリック

します。 

③ 右図のように指定した４点で

面が作成され、ポイント青枠の

赤線で遠近を表現します。 
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【６】テクスチャ画像を【４】の範囲指定した面へ移動する 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 選択ツール（Ｍ）をクリックして範

囲指定した面までドラッグしてテクス

チャを移動します。 

② 面上にテクスチャが移動されると

青太線になり、その面の遠近が反映

されます。 

③ 変形ツール（Ｔ）をクリックして、

テクスチャの４点のいずれかをつま

みながらドラッグして縮小し、②の面

に合うように調整します。 

④ 前ページ③でテクスチャの大

きさを整えると右図のように自動で

遠近を反映し、自然なテクスチャの

大きさで塗り替えができます。 
 
完了後は作業内容を保持して基の

画像に戻ります。 
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テクスチャ画像の大きさと対象部位について 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図のように基となるテクスチャ画像の大きさに対し、対象画像

の大きさに差がある場合は、テクスチャ画像のペースト（貼り付

け）を数回繰り返し行い、配置する作業になります。この手間を省

くため、予め１度そのテクスチャを貼り付け試してみて、必要であ

れば次ページのように予め大きめのテクスチャ画像を用意してお

くと便利です。 
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テクスチャの画像調整が必要な場合・・・ 
テクスチャ画像に対し塗装面積が大きい場合は予めテクスチャ画像の大きさを調整しておくとよいでしょう。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

① ツールボックスの長方形ツールをクリックし、長方形ツール

モードにします。右図のように必要なテクスチャ部分を範囲指

定し、編集（Ｅ）⇒コピー（Ｃ）をクリックし、テクスチャをクリップ

ボード内に読み込ませます。 

② メニューバーよりファイル（Ｆ）⇒新規（Ｎ）で右図のように

画像（名称未設定１）を作成します。このときの画像の大きさは

そのテクスチャ画像と、テクスチャ塗装の対象となる部位に合

わせた大きさの画像を作成します。この場合、約４～５倍ほど

の大きさで作成しています。 
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複雑な形状の部位にテクスチャ塗装したい場合 
塀左面のテクスチャ塗装の方法 
 

【１】テクスチャ面を作成する 
 

 
① ツールボックスより面作成ツー

ル（Ｃ）をクリックします。右図のａ～ｄ

を順番にクリックします。 

② 右図②のように指定した４点の

面が青グリット線で範囲指定されま

す。 

③ 再度ツールボックスより面作成

ツール（Ｃ）をクリックします。右図の

ａ～ｄを順番にクリックします。 

④ 右図④のように指定した４点の

面が青グリット線で範囲指定されま

す。 

⑤ 再度ツールボックスより面作

成ツール（Ｃ）をクリックします。上

記③～④の手順同様⑥の面を作

成します。 

したがって、４点で面を作成します

ので、⑦・⑧の面も上記③～④の

手順同様、順番に作成していきま

す。 
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【２】テクスチャを貼り付け、面合わせ調整する 

① キーボードよりＣｔｒｌ＋Ｖでコピー

したテクスチャがウィンドウ上部に表

示されます。 

② そのままドラッグで②の面まで

テクスチャを移動します。②の面上

にテクスチャを移動すると、面上に

テクスチャが移動されると青太線に

なり、その面の遠近が反映されま

す。 

④ テクスチャが全て貼りつけられ

たらＯＫボタンをクリックします。基

のウィンドウに戻り、テクスチャ塗装

を確認できます。 

③ 変形ツール（Ｔ）をクリックして、

テクスチャの４点のいずれかをつま

みながらドラッグして縮小し、②の

面に合うように調整します。 

同様に上記①~②を繰り返し、④・

⑥・⑦・⑧の面もテクスチャを貼り付

け面に合わせ変形ツール（Ｔ）で調

整します。 
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画像に目盛り（定規）をつけたい 
画像サイズが分かり、作業性が上がります。 

 
 
 
 

その他の便利な機能 

メニューバーの表示（Ｖ）⇒定規（Ｒ）で上図のように表示されま

す。解除する場合は再度この処理でチェックを外すと表示されな

くなります。 
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   お客様が、本ソフトウェア製品を日本国内で入手された場合の品質保証およびその他の特別条項については、『品質保証規定』の通りとします。 

 品質保証規定品質保証規定品質保証規定品質保証規定    お客様が日本国で入手されたこの （株）ソフトピア 製品に関しては、以下の保証のみが適用されます。以下に特別の記載のない限り、ソフトピア とは、（株）ソフトピアを指すものとします。この製品の保証に関する事項は、（株）ソフトピアを通じてのみ対処されるものとします。なお、この保証規定は、日本国内のみにて有効なものとします。 

 １．品質保証１．品質保証１．品質保証１．品質保証    

(a) （株）ソフトピア は、本ソフトウェアが付属の製品マニュアルに従って実質的に動作しない場合または本ソフトウェアの媒体またはマニュアルに物理的な瑕疵がある場合にお買い上げ後 90 日間に限り、（株）ソフトピア の判断に基づき、交換、補修または代金返還のいずれかにより対応するものとします。また、（株）ソフトピアより購入したハードウェアについては物理的、または製造上の瑕疵がある場合はお買い上げ後 １年間に限り、メーカーの保証規定（保証書に記載）により対応するものとします。 

(b) 上記 (a) 項のいずれの対応も、お客様が製品の保証書とともに製品を （株）ソフトピア に返却された場合にのみ提供されます。 

(c) 上記 (a) 項の事態が火災、地震、第三者による行為その他の事故、お客様の故意若しくは過失、誤用その他異常な条件下での使用において生じる等 （株）ソフトピア の責に帰さない理由により生じた場合、（株）ソフトピア は、保証の責任を負わないものとします。なお、以下に定める場合も保証の対象とはなりません。 ・お客様によるお買い上げ後の輸送、移動、落下、その他の衝撃による故障 ・改造、不当な修理、その他の取扱いが適切でなかったことによる故障 ・ハードウェアに関わる部品の紛失 ・ハードウェアが接続されている他社製品の故障、不具合に起因する故障 

(d) ハードウェアの保証期間満了後の障害、故障につきましては、（株）ソフトピア の判断により、有償にて（株）ソフトピア は修理をいたします。 

(e) 交換または修補後の製品の保証期間は、元の保証期間の残存期間満了日または交換・修補された製品の引き渡し後 30 日間の満了日のいずれか遅く到来する日までとします。 

(f) （株）ソフトピア は、本ソフトウェア、本ソフトウェアの媒体またはマニュアル、印刷物、本ソフトウェアに付随して （株）ソフトピア より提供されるハードウェアに関して、商品性および特定の目的に対する適合性を含む本保証規定に規定されていないその他の保証を、明示たると黙示たるとを問わず一切いたしません。 

(g) 法律上の請求原因の種類を問わず、いかなる場合においても、（株）ソフトピア およびその供給者は、この製品の使用または使用不能から生ずる本保証規定に規定されていないいかなる他の損害（事業利益の損失、事業の中断、事業情報の損失またはその他の金銭的損害を含むがこれらに限定されない）に関して、一切責任を負わないものとします。例え （株）ソフトピア がかかる損害の可能性について知らされていた場合でも同様です。いかなる場合においても、本保証規定に基づく （株）ソフトピア の責任は、製品についてお客様が実際に支払った金額を上限とします。 ２．保証書２．保証書２．保証書２．保証書    

(a) ハードウェアには保証書が添付されていることがあります。以下の場合、保証書および本保証規定は無効となり、適用されません。 ・保証書の提示が無い場合 ・記入洩れのある場合 ・保証書を改竄した場合 

(b) 保証書の再発行はいたしておりません。製品と共に大切に保管なさってください。 

品質保証規定品質保証規定品質保証規定品質保証規定 
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 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 重要―以下のライセンス契約書を注意してお読みください。本使用許諾契約書（以下「本契約書」）は、下記に示された（株）ソフトピアソフトウェア製品（以下「本ソフトウェア製品」または「本ソフトウェア」）に関してお客様（個人または法人）と （株）ソフトピア（以下「（株）ソフトピア」）との間に締結される法的な契約書です。本ソフトウェア製品は、コンピュータソフトウェアおよびそれに関連した媒体、ならびに印刷物（マニュアルなどの文書）を含み、「オンライン」または電子文書を含むこともあります。本ソフトウェア製品をインストール、または使用することによって、お客様は本契約書の条項に拘束されることに承諾されたものとします。本契約書の条項に同意されない場合、（株）ソフトピアは、お客様に本ソフトウェア製品の使用あるいは複製を許諾できません。そのような場合、未使用の本ソフトウェア製品を直ちに購入店へご返品いただければ、お支払いいただいた金額を全額払戻しいたします。 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 ソフトウェア製品ソフトウェア製品ソフトウェア製品ソフトウェア製品    

 製 品 名： ＣＯＭＰＡＳ－色彩工房 カラーコーディネイトパック バージョン：    ４．０ 

 本ソフトウェア製品は、著作権法および国際著作権条約をはじめ、その他の無体財産権に関する法律ならびに条約によって保護されています。本ソフトウェア製品は許諾されるもので、販売されるものではありません。 

 １．ライセンスの許諾１．ライセンスの許諾１．ライセンスの許諾１．ライセンスの許諾        本契約書はお客様に以下の権利を許諾します。本契約書はお客様に以下の権利を許諾します。本契約書はお客様に以下の権利を許諾します。本契約書はお客様に以下の権利を許諾します。    アプリケーションソフトウェア お客様は、本ソフトウェア製品のコピー 1 部を 1 台のコンピュータ（携帯用コンピュータまたは家庭用コンピュータ）上にて本ソフトウェア製品を使用することができます。 ２．その他の権利および制限２．その他の権利および制限２．その他の権利および制限２．その他の権利および制限    構成部分の分離 本ソフトウェア製品は 1つの製品として許諾されています。その構成部分を分離して複数のコンピュータで使用することはできません。 レンタル お客様は、本ソフトウェア製品をレンタルまたはリースすることはできません。 ソフトウェアの譲渡 お客様は、本ソフトウェア製品の一切（全ての構成部分、媒体、マニュアルなどの文書、アップグレード、本契約書を含みます）を譲渡することはできません。 解除 お客様が本契約書の条項および条件に違反した場合、（株）ソフトピアは、他の権利を害することなく本契約を解除することができます。そのような場合、お客様は本ソフトウェア製品の複製物およびその構成部分を全て破棄しなければなりません。 ３．アップグレード３．アップグレード３．アップグレード３．アップグレード    本ソフトウェア製品が別の製品（株）ソフトピアの製品であるか他社の製品であるかを問いません）に対するアップグレードとして提供されている場合、その使用または譲渡はアップグレードされた旧製品とともになされなければなりません。但し､お客様が旧製品をすでに廃棄されている場合にはこの限りではありません。本ソフトウェア製品が（株）ソフトピアの製品に対するアップグレードとして提供されている場合、お客様は、アップグレードされた旧製品を本契約に従ってのみ使用することができます。複数のコンピュータプログラムのコンポーネントから成り、これらが 1つの製品とされている場合において、本ソフトウェア製品がそのコンポー

使用許諾契約書使用許諾契約書使用許諾契約書使用許諾契約書    
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ネントのアップグレードとして提供されている場合、お客様は本ソフトウェア製品を 1つの製品としてのみ使用または譲渡できるものとし、各構成部分を分離して複数のコンピュータ上で使用することはできません。 ４．著作権４．著作権４．著作権４．著作権    本ソフトウェア製品（ソフトウェアに組み込まれたイメージ、写真、アニメーション、ビデオ、音声、音楽、テキスト、アプレットを含みますが、それだけに限りません）、付属のマニュアルなどの文書および本ソフトウェア製品の複製物についての権限および著作権は、（株）ソフトピアまたはその供給者が有するもので、本ソフトウェア製品は著作権法および国際条約の規定によって保護されています。したがって、お客様は本ソフトウェア製品を他の著作物と同様に扱わなければなりません。ただし、次の (a) (b) のいずれかを行うことができます。(a) 本ソフトウェア製品のバックアップとして、コピーを 1 部のみ作成すること。(b) オリジナルをバックアップとして保管し、本ソフトウェア製品を 1 台のコンピュータへインストールすること。お客様はそのバックアップを保存することはできますが、これをコンピュータ上の本ソフトウェア製品を復元する以外の目的で使用することはできません。お客様は、本ソフトウェア製品付属のマニュアルなどの文書を複製することはできません。本契約書のもと明白に許諾されていない権利は、全て（株）ソフトピアに留保されています。 

 ５．デュアルメディア５．デュアルメディア５．デュアルメディア５．デュアルメディア    ソソソソフトウェアフトウェアフトウェアフトウェア    お客様は、複数種類の媒体によって本ソフトウェア製品を受け取ることがあります。受け取る媒体の種類やサイズにかかわらず、お客様は、お客様の 1 台のコンピュータに適する媒体を １つだけ使用することができ、別のコンピュータ上で残りの媒体を使用あるいはインストールすることはできません。また、本ソフトウェア製品の（上記に規定された）恒久的な譲渡の場合を除いては、残りの媒体を別のユーザーにレンタル、リースあるいは譲渡することはできません。 
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 マニュアル名 番号 目次名と操作の流れ 項目名 ページ はじめに 2 マニュアルの構成 3 マニュアルの表記規則 5 準備編 1 Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐを起動する 7 2 カラーツールの読み込み 8  3 色見本の読み込み 13  4 カラーシミュレーション使うウィンドウとツール 16  5 ウィンドウアレンジ 18   6 ツールウィンドウ 20   7 ツールボックス 22  8 ズームツールのウィンドウ切り替え 24 操作シミュレーション編 カラーシミュレーションの流れ 27  1 カラーシミュレーションの準備 現場画像から画像読み込み 29 画像データを開く 30   2 マスキング ①マスキング 32 ②マスキングの保存 36   ③原画に上書き保存 38   3 下地処理 ①下地調整・汚れ部分の処理 40 ②電線・電柱などの除去 44 ③画像自動補正 46    ④原画に上書き保存 47 
  

4 シミュレーション ①塗替色の選択 49 ②マスキングの呼び出し 55 ③塗り替えシミュレーション 有彩色への塗装 56 無彩色への塗装 濃彩色への塗装 ベタ塗り 58 透過（５０％）塗り テクスチャ塗装（定義済） 59 ④色の調整 63 ⑤模様付けシミュレーション 64 ⑥シミュレーション画像の保存 65 編集編 １       編集       ①出力台紙新規作成 68 ②シミュレーション画像の編集 70   ③画像サイズの調整 72   ④画像の配置 79  ⑤文字入力 81  ⑥画像の保存 90 

索引索引索引索引    
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 2 印刷 91 操作実例編 1 Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐを起動する 93 2 画像を開く 94 3 マスキング 95 4 マスキング部位の保存 98 5 汚れ除去（下地処理） 102 6 原画保存 106 7 塗り替え色選択 108  8 カラーシミュレーション１ 110  9 シミュレーション画像保存 116  10 カラーシミュレーション２ 118  11 Ａ４横４分割の出力編集 121 印刷設定編 1 ＥＰＳＯＮ ＰＭ－Ｇ８５０ 128 2 ＥＰＳＯＮ ＥＭ－９０１Ａ 132 3 キャノン ＩＰ－4100 134 よくある質問編 1 マスキング 137 2 塗り替え色選択 149 3 シミュレーション 152  4 色見本について 158  5 テクスチャ 161  6 ３Ｄテクスチャ塗装 174  ７ その他の便利な機能 184 サポート編 1 ユーザー登録とサポートのご案内 186 2 お問い合わせ用紙 187 3 品質保証規定 188 4 使用許諾契約書 189  5 索引 191  
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